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令和８年度当初予算新規事業等一覧 

 

＜一般会計＞ 

　１　人事管理事務〔採用管理システム導入〕 

２　町バス運行事業〔町バスラッピング〕 

　３　国際交流推進事業〔多文化共生ランチ交流イベント〕 

　４　ふるさと応援推進事業〔広告サービス〕 

　５　広報事業〔広報紙の内製化及び町 PR〕 
　６　庁舎維持管理事業〔第１期・第２期庁舎トイレベビーキープ等取替工事〕 
７　全世代・全員活躍まちづくりセンター整備事業〔建物整備工事（継続費）〕 
８　システム運用管理事業〔自治体システム標準化対応〕 
９　自治会活動支援事業〔（仮称）共動＊感動＊躍動の地域づくり補助金・くみやまっこ全世代交流支援 

事業補助金〕 

10　防災力強化総合事業〔ハザードマップ改定、Ｊアラート受信機更新〕 

　11　地震対策推進事業〔住宅耐震改修補助〕 
12　自主防災組織活動支援事業〔防災士研修会〕 
13　防犯推進事業〔防犯カメラ設置〕 

　14　男女共同参画社会推進事業〔相談業務（男性相談）〕 

15　障害福祉推進事業〔障害者基本計画策定〕 

　16　社会福祉総務一般事務費〔ひきこもり支援事業、医療介護福祉連携強化推進事業補助金、水道料金 
臨時助成（物価高騰対応）〕 

17　老人福祉センター維持管理事業〔荒見苑運営準備業務〕 

18　子育て支援推進事業〔こどもの居場所づくりコーディネーター配置、地域子育て応援イベント、地 

域子育て応援補助金、地域子育て交流拠点支援事業、子育て応援住宅総合支援事業費補助金（継続）〕 

19　みまきっこまんなか応援まちづくり推進事業〔実施設計・工事監理・拠点運営支援、サインデザイ 

ン業務、備品選定業務、忠魂碑等移設工事、推進団体補助（継続）〕 

20　こども園給食運営事業、学校給食運営事業〔民間委託準備〕 

21　子育て支援センター事業〔こども誰でも通園〕、子ども・子育て支援給付事業〔こども誰でも通園（町 

外施設利用分）〕 

22　がんとの共生支援事業〔がん患者アピアランスケア支援事業補助金〕 

23　乳幼児健康診査事業〔５歳児健康診査〕 

24　食生活改善推進事業〔食生活改善推進員養成講座〕 

25　温暖化防止活動事業〔環境基本計画中間検証、公共施設 LED 照明一斉導入事業、小規模事業者向け 

LED 照明機器交換支援補助金〕 

26　農業総務一般事務費〔優良田園住宅基本方針等策定業務〕 

27　久御山町農業振興施策対策事業〔農業振興施策対策事業補助金、加工米補助、高温対策営農支援事

業補助金〕 

28　農業経営者研修事業〔農業分野における循環型社会の研究〕 

29　まちの駅施設運営・維持管理事業〔ガス冷暖房設備更新工事、北側スペースリニューアル〕 

30　「ものづくりの苗処」事業〔産業振興会議プロジェクト・ワーキングチーム、地域産業振興就労プロ 



デューサー事業、ホテル立地促進助成金、産業大使（継続）、就労・奨学金返済一体型支援事業補助 

（継続）〕 

　31　産業売込み隊事業〔久御山町産業売込み隊事業補助金（クロスピアくみやま周辺地域の賑わい創出 

事業）〕 

　32　交流促進事業〔くみやま夢タワー137 自分の推し色をライトアップ！、くみやま夢タワー137 ロゴマ 

ーク活用補助、くみやま夢タワー137 ライトアップ（継続）〕 

33　商工総務一般事務費〔水道料金臨時助成（物価高騰対応）〕 

34　道路橋梁維持管理事業〔街路植樹工事〕 

　35　橋梁長寿命化事業〔橋梁点検〕 

　36　道路橋梁新設改良整備事業〔田井・林線舗装改良工事、電々グランド線歩道整備工事、場内 30号線 

舗装改良工事〕 

37　排水路等改修整備事業〔下津屋地区排水路整備工事〕 

38　宇治川高台整備促進事業〔かわまちづくり計画推進業務〕 

39　都市計画推進事業（建設課）〔久御山町都市計画マスタープラン改訂（２年目）〕 

40　都市計画推進事業（新市街地整備課）〔みなくるタウン整備関連、土地区画整理事業補助金〕 

　41　公共交通推進事業〔地域公共交通計画策定（１年目）〕 

　42　公園維持管理事業〔市田公園ブランコ修繕、大内みずべ公園ウッドデッキ修繕〕 

　43　中央公園拡充整備事業〔公園再整備工事、荒見苑改修工事、駐車場拡充設計、駐車場用地購入等、雨 

水循環利用施設整備工事、運営事業者開園準備業務、代替施設利用料等補助〕 

　44　消防広域化推進事業〔京都府南部消防指令センター共同整備負担金等〕 

　45　指令装置等維持管理事業〔京都府南部消防指令センター共同運用に係る NET119 システム端末更新 

等〕 

　46　消防庁舎施設維持管理事業〔京都府南部消防指令センター共同運用に係る消防団本部室改修工事、 

和室改修工事）〕 

　47　消防機械器具等整備事業〔指揮車購入、京都府南部消防指令センター共同運用に係る備品等〕 

　48　教育委員会事務局運営事務〔こどもの未来魅力化アクションプラン検討委員会〕 

　49　学校施設維持管理事業〔３小学校体育館空調設備等設置工事、３小学校体育館用大型気化式冷風機 

借上、ウォータースタンド設置〕 

　50　全世代・全員活躍まちづくりセンター運営事業〔内覧会・竣工式・オープニングセレモニー、指定管 

理料、多世代体験・交流事業ミュージック＆アートシリーズ、多世代体験・交流事業アーバンスポ 

ーツシリーズ〕 

　51　ふれあい交流館運営事業〔外壁タイル改修工事、高圧受電設備更新工事、自動火災報知設備等更新 

工事〕 

　52　放課後児童健全育成事業〔仲よし学級運営業務委託〕 

　53　旧山田家住宅保存・活用事業〔旧山田家住宅保存活用プロジェクト会議・旧山田家住宅絵画コンテ 

スト〕 

　54　総合体育館・町民プール運営事業〔総合体育館外壁等改修工事設計、町民プール高圧受電設備部品 

交換〕 

 

 



＜企業会計＞ 

〇水道事業会計 

　55　配水管維持管理事業〔漏水調査業務〕 

　56　水道施設維持管理事業〔水道施設更新工事〕 

57　配水管改良事業〔配水管布設替工事〕　 

58　配水管改良事業〔老朽配水管更新事業〕 

〇下水道事業会計 

　59　公共下水道整備・更新事業〔管渠改築工事〕 

　60　公共下水道整備・更新事業〔真空式下水道更新工事〕 

　61　内水排除対策事業〔佐山排水機場耐震診断業務〕 

　62　内水排除対策事業〔荒見調整池整備工事・大内貯留管整備工事〕 

　63　下水道ビジョン推進事業〔久御山町下水道ビジョン改定業務〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  





事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

 人事管理事務〔採用管理システム導入〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第７章 第２節　行財政運営

施策の展開 ②人材の確保・育成推進 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 一般管理費

　令和８年度　～

　全国的に公務員採用試験への応募者数が減少するなか、本町においては、テストセン
ター方式の導入や試験実施回数を増やすなど様々な対策を行ってきたが、規模の大きな
自治体等と比較すると、自治体ＰＲや試験への応募方法等、さらに工夫が必要となって
いる。
官公庁に特化した採用サービスを利用することで、本町のＰＲから応募・選考管理まで
一元的に行うことができ、より効率的で安定した採用業務を行うことができる。

　官公庁に特化した採用管理システムを活用する。
・町ホームページとは別の職員採用サイトを作成し、職員インタビューなどを掲載した
ブログ記事、ＰＲ動画等を掲載するとともに、求人情報は民間の求人検索サイトと自動
連携することができる。
・応募者の受付から選考までの情報を一元管理することにより、応募者からの問い合わ
せ等に対しても、画一的で素早い対応が可能となることで、煩雑であった採用管理事務
負担を軽減し、効率的な管理を行うことができる。

○事業費総額 594  千円

（内訳）
　・採用管理システム利用料　594千円（使用料及び賃借料）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 594 594

計 594 594

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

1



事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

町バス運行事業 〔町バスラッピング〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第７章 第１節　住民参加・協働　

施策の展開 ①情報発信 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 一般管理費

　令和８年度

　町が主催する行事等に参加する住民の利便向上のために運行している町バスについ
て、令和７年度をもって第５次総合計画の計画期間が満了することに伴い、新たなラッ
ピングを行い、積極的に町の魅力発信を行っていく。

　町バスへのラッピングにより、町への関心や親しみを高めるとともに、町の魅力を町
内外へ広く発信していく。

○事業費総額 1,151  千円

（内訳）　
　・町バスラッピング　1,151千円（委託料）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財 ふるさと応援基金繰入金 1,150 1,150
一般財源 1 1

計 1,151 1,151

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

2



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

国際交流推進事業 〔多文化共生ランチ交流イベント〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第４章 第１節　地域共生

施策の展開 ⑤外国籍住民等との多文化共生 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 一般管理費

　令和８年度　～

　近年、外国人住民の人口が急増するなか、国籍などにとらわれずお互いの文化や個
性、価値観の違いを認め合い、支え合いながら、誰もがいきいきと地域のコミュニティ
の中で尊重される共生社会の推進を図る。

　言語や文化、生活習慣の違い等を理解し、地域での交流の輪を深めるため、食を通じ
て外国人と日本人の交流を促進する。

○多文化共生ランチ交流イベント
　日本人親子および外国人親子を対象に、親は料理（調理実習）を通じて、子どもは遊
びを通じて言語を超えた交流を行うとともに、作った料理を一緒に食すことで、情報交
換の場の形成、地域コミュニティへの参加を促す。

○事業費総額 165  千円

（内訳）　
　・講師、学生・アシスタント謝礼　100千円（報償費）
　・イベント材料費　　　　　　　　 20千円（需用費）
　・イベント食糧費　　　　　　　　 40千円（需用費）
　・チラシの印刷　　　　　　　　　　5千円（需用費）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財 イベント参加料 10 10
一般財源 155 155

計 165 165

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

3



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

ふるさと応援推進事業 〔広告サービス〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第７章 第１節　住民参加・協働　

施策の展開 ①情報発信 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 一般管理費

　令和８年度　～

　ふるさと納税サイトへの広告掲載により、より多くの寄附者に対し、久御山町の知名
度向上と魅力発信を行うとともに、ふるさと納税による自主財源の確保と、返礼品開拓
等による地域産業の活性化を図る。

　効果的にふるさと納税サイトへ広告を掲載することにより、町の魅力発信とあわせ
て、生産者や返礼品の魅力を伝えるとともに、多くの方の目に触れる機会を増やすこと
で、久御山町への新たな寄附獲得に繋げる。

○事業費総額 1,500  千円

（内訳）　
　・広告料　1,500千円（役務費）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 1,500 1,500

計 1,500 1,500

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

4



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

広報事業 〔広報紙の内製化及び町PR〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第７章 第１節　住民参加・協働　

施策の展開 ①情報発信 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 文書広報費

　令和８年度　～

　広報くみやまをはじめ、町ホームページや町公式SNSなどの情報発信により、町の動
きや事業など、まちづくりに関する情報を住民と行政が共有することで、住民の町政へ
の理解や参加を促し、行政と住民の協働のまちづくりを推進する。

①広報くみやまの内製化
　これまで広報紙の作成については、広報紙のデザイン及び印刷について業務委託を
行っていたが、令和８年度から企画からデザインまでを職員が行う内製化とし、印刷の
みを業務委託する。なお、必要時には外部のデザイナーによる作成を有効活用するデザ
インサブスクリプションの導入により、内製化に伴うクオリティ確保とイベントチラシ
等の作成委託に伴う業務負担の軽減、並びに分かりやすい広報につなげる。

②動画製作
　動画作成を委託することにより、より多くの住民の関心を得るとともに、町外に向け
た情報発信の強化を図る。

○事業費総額 12,077  千円

（内訳）　
　・広報紙等作成　　　　　　　　　9,459千円（需用費）
　・デザインサブスクリプション　　1,122千円（委託料）
　・動画製作　　　　　　　　　　　1,496千円（委託料）

　※参考（令和７年度予算）
　　広報紙等作成　　 12,150千円　

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 12,077 12,077

計 12,077 12,077

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

5



事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

 庁舎維持管理事業〔第１期・第２期庁舎トイレベビーキープ等取替工事〕

新規 拡充 統合 その他

　企画財政課

第７章 第２節　行財政運営

計　画 ①効率的で持続可能な行財政運営の推進 位置づけしていない

一般会計

　総務費 　総務管理費 　財産管理費

　令和８年度

　役場第１期（平成７年度）・第２期（平成12年度）庁舎をはじめ、敷地内の建物・設
備については経年劣化が進んでおり、長期的な視点から維持管理や改修等を行うため、
令和４年度に建物劣化診断調査を実施し、現状確認のうえ今後の修繕の優先度を見極め
た長期修繕計画を作成した。庁舎施設の機能を保持し、職員、来庁者にとって、安全・
安心かつ快適な環境を確保するため、また、施設の長寿命化を図るため、計画的な修
繕・更新を行う。

　赤ちゃんや小さなお子さんを連れた来庁者が安心して必要な手続きなどを行えるよ
う、庁舎内に設置のベビーシート（８箇所）及びベビーキープ（14箇所）の更新を行
い、子育て中の方が来庁しやすい環境を整備する。

○ベビーシート
　乳幼児のおむつ交換や着替えに使うための台

○ベビーキープ
　保護者が用を足す際、乳幼児を座らせておくための壁固定式ベビーチェア

○事業費総額 3,337  千円

（内訳）
　・第１期庁舎ベビーキープ等取替工事  　807千円（工事請負費）
　・第２期庁舎ベビーキープ等取替工事　2,530千円（工事請負費）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 3,337 3,337

計 3,337 3,337

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

6



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

全世代・全員活躍まちづくりセンター整備事業〔建物整備工事（継続費）〕

新規 拡充 統合 その他

　企画財政課

第１章 第４節　社会教育

計　画 ①施設や環境の整備 位置づけしていない

一般会計

　総務費 　総務管理費 　企画費

　令和５年度　～　令和８年度

　全世代・全員活躍の基盤となるまちづくりの観点から、従来の公民館の社会教育・生
涯学習拠点機能を向上させ、あらゆる人やあらゆる世代の人口が交流する地域コミュニ
ティ形成の場として「全世代・全員活躍まちづくりセンター」を官民連携の視点を取り
入れて整備する。
　同施設は多世代交流のコンセプトに加えて、社会教育・生涯学習機能、福祉機能を備
えた拠点施設を整備することにより、地域共生社会の実現に寄与する。

　令和６年度から着工している全世代・全員活躍まちづくりセンターの建築工事を引き
続き実施し竣工する。

（まちづくりセンター概要）
　・建築面積 1,834.69㎡　・延床面積 2,016.8㎡　・構造 鉄骨造
　・主な施設
　　　ホール、和室、音楽室、サークル実習室、多目的ホール、
　　　セミナー室（大・小）、カフェ、太陽光発電設備、
　　　マンホールトイレ、備蓄倉庫

○事業費総額 220,550  千円

（内訳）
 需用費
　・まちづくりセンター建築に係る消耗品等　200千円

 工事請負費
　・まちづくりセンター整備工事＜継続費＞　
　　　　　　　　　　220,350千円

　［継続費総額　2,765,000千円］
　　　R5 399,250千円、R6 1,748,750千円、R7 396,650千円、R8 220,350千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 社会資本整備総合交付金（企画財政課）(4/10) 88,140 88,140
府支出金 0 0
起　　　債 総務債・まちづくりセンター施設整備事業債 100,900 100,900
その他特財 ふるさと応援基金（企画費分） 30,000 30,000
一般財源 1,510 1,510

計 220,550 220,550

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的
 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

システム運用管理事業〔自治体システム標準化対応〕

新規 拡充 統合 その他

企画財政課

第７章 第３節　デジタル化推進

施策の展開 ②自治体の情報システムの標準化・共通化 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 電子計算費

　令和５年度　～

　「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基づき、標準化の対象となる
事務について、標準化のための基準に適合したシステム（標準準拠システム）の利用が
義務付けられており、令和７年度に移行した福祉系業務の標準準拠システムの円滑な運
用に加えて、住基・税系システムにおける、自治体の情報システムの標準化・共通化の
移行に向け、システム移行が円滑に完了するよう取組を進める。

　令和８年度は次の業務を実施する。また、標準準拠システムは、国において選定され
たガバメントクラウドに構築することにより、サーバ機器などの運用管理の負担軽減や
高度な情報セキュリティの確保を実現する。なお、府内共同の取組により導入している
市町村基幹業務支援システムは、標準化対応後も引き続き共同化の枠組を維持すること
により、コスト削減や業務の効率化を図る。
　　　　標準準拠システムへの移行
　　　　・市町村基幹業務支援システム（住基・税系）
　　　　・健康管理システム

○事業費総額 271,400  千円

　　　　うち拡充分　102,313千円
（内訳・拡充分のみ）
　委託料 73,318千円
　・標準準拠ｼｽﾃﾑ移行業務(住基・税系)　 　　　　40,450千円
　・標準準拠ｼｽﾃﾑ移行準備業務(健康管理)　　　　　9,174千円
　・庁内ﾈｯﾄﾜｰｸの設定変更作業　　　　　　　　　　2,145千円
　・RPA調達業務（設定変更等）　　　　　　　 　　3,905千円
　・標準準拠ｼｽﾃﾑ周辺業務ﾃﾞｰﾀ連携対応　　　　　　9,240千円
　・申請管理費用構築費用　　　　　　　　　　　　5,500千円
　・障害者福祉ｼｽﾃﾑ用仮想ｻｰﾊﾞ構築業務　　　　　　　858千円
　・住税ｼｽﾃﾑ過去ﾃﾞｰﾀ参照用環境構築　　　　　　　　935千円
　・住基ﾈｯﾄFW設定変更　　　　　　　　　　　　　　 231千円
　・仮想ﾏｼﾝOS更新作業　　　　　　　　　　　　　 　880千円
　使用料及び賃借料 25,161千円
　・ｶﾞﾊﾞﾒﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ利用料　　　　　　　　　　　　 25,161千円
　負担金、補助及び交付金 3,834千円
　・京都府市町村共同開発ｼｽﾃﾑ運用費等負担金
　　（うちｶﾞﾊﾞﾒﾝﾄｸﾗｳﾄﾞ接続環境運用分）　　　　  3,834千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ基盤改革支援補助金
(10/10)

62,616 62,616

府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 208,784 39,697

計 271,400 102,313

・標準化対象システムの移行時期
　R7年度　市町村基幹業務支援ｼｽﾃﾑ(福祉系)、障害者福祉ｼｽﾃﾑ、戸籍・戸籍附票ｼｽﾃﾑ(一部)
　R8年度　市町村基幹業務支援ｼｽﾃﾑ(住記・税系)、健康管理ｼｽﾃﾑ、戸籍・戸籍附票ｼｽﾃﾑ
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ基盤改革支援補助金は本事業分のほか、農地台帳ｼｽﾃﾑ176千円、家屋・土地ｼｽﾃﾑ分4,399
千円等がある。

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

自治会活動支援事業〔（仮称）共動＊感動＊躍動の地域づくり補助金
・くみやまっこ全世代交流支援事業補助金〕

新規 拡充 統合 その他

　企画財政課

第４章 第１節　地域共生

施策の展開 ④自治会組織体制の強化への支援　⑥地域コミュニティ形成への支援 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 自治振興費

　令和８年度　～　

　地域活動を支えていただいている自治会組織の加入率は減少傾向にあり、自治会への
加入を希望されない住民の増加や、町内に在住する外国籍住民が年々増加するなど、地
域コミュニティのあり方について大きな課題が生まれている。
　そのような中、３年間の時限的支援制度として開始した「地域のきずな再構築支援事
業補助金」は、多くの自治会や住民主体の地域組織に活用いただき、コロナ禍の影響等
により希薄化した地域のきずなが再構築され、本事業の目的について、一定達成したと
ころ。
　令和８年度は、本事業に替え、第６次総合計画で掲げるまちの将来像である「あたた
かい絆　広がる笑顔　未来の光が輝（て）らすまち　久御山」を地域の力で実現できる
よう、新たに「（仮称）共動＊感動＊躍動の地域づくり補助金」を創設し、自治会活動
や地域コミュニティの活動に対して手厚く支援するとともに、地域の枠にとらわれない
住民等主体の地域活性化の活動を支援するため「くみやまっこ全世代交流支援事業補助
金」を創設し、両制度により「地域のきずな再構築支援事業補助金」で生まれた地域の
活動の芽に対しても支援を行う。

①（仮称）共動＊感動＊躍動の地域づくり補助金
　自治会や地域活動グループが実施する「あたたかい絆　広がる笑顔　未来の光が輝
（て）らすまち　久御山」を地域の力で実現できる交流事業等に対し補助をする。

②くみやまっこ全世代交流支援事業補助金
　町域（もしくは町域を越える範囲）を対象に実施する住民等主体の地域活性化活動や
事業に対し補助をする。　

○事業費総額 4,620  千円

　 （内訳）
　　　・自治会等活動支援補助金　4,620千円（負担金、補助及び交付金）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（企画財政課）(1/2） 2,310 2,310
府支出金
起　　　債
その他特財 ふるさと応援基金繰入金（自治振興費分） 2,310 2,310
一般財源

計 4,620 4,620

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

防災力強化総合事業〔ハザードマップ改定、Jアラート受信機更新〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第６章 第１節　防災・減災　

施策の展開 ②　防災に対する住民意識の啓発 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 防災費

　令和８年度

　住民それぞれが自助・共助の大切さを再認識し、改めて防災・減災に対する基礎知識
を身につけることで防災意識の高揚と地域防災力の向上を図ることで、町全体の被害軽
減につなげていく。
　また、災害時に住民がよりスムーズな避難行動がとれるよう、屋外スピーカーによる
防災行政無線の整備・維持管理を行い、情報通信手段の確保を図る。

　令和６・７年度に地震による被害想定（11の断層）を京都府が見直されたことに加え
て、令和８年度の出水期を目途に防災気象情報の見直しが予定されていることから、そ
れらの見直しを踏まえた形で、本町のハザードマップを更新し、災害時における安全確
保に務めていく。
　また、現在使用しているJアラート受信機は、導入から５年以上が経過し、全国的に
も故障等が散見されていることや故障対応のサポートが不能になってきている状況を踏
まえ、新たなJアラート受信機へ更新する。

○事業費総額 7,096  千円

（内訳）　
　・ハザードマップ改定（10,000部）　1,012千円（需用費）
　・ハザードマップ全戸配布　　　　　　144千円（委託料）
　・Jアラート受信機更新　　　　　　 5,940千円（委託料）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 社会資本整備総合交付金(１／２) 506 506
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 6,590 6,590

計 7,096 7,096

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

地震対策推進事業〔住宅耐震改修補助〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第６章 第１節　防災・減災　

施策の展開 ④　災害に強い基盤の整備 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 防災費

　令和８年度　～

　地震災害から住民の生命、身体、財産を守るため、耐震化等の地震対策を推進する。

　木造住宅の耐震改修について、これまでから国・府・市町村が一体となって補助金の
交付を行ってきたところである。京都府において令和８年度から補助制度の内容を見直
され、本町も耐震改修率の向上につなげるため、住宅密集地の木造住宅に対する耐震改
修の補助額を引き上げ、耐震化を進める。

＜補助金額内訳＞※１棟あたり

（現　行）　国575千円　府500千円　町500千円　合計1,575千円

（拡充後）　国575千円　府575千円　町575千円　合計1,725千円

○事業費総額 12,925  千円

（内訳）　拡充分　10,625千円
　負担金、補助及び交付金
　・住宅耐震改修補助（５棟）　　　　　8,625千円　※拡充
　・住宅除却費補助（５棟）　　　　　　2,000千円　※拡充
　・住宅耐震簡易改修補助（５棟）　　　2,000千円
　・住宅耐震シェルター設置補助（１棟）　300千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 社会資本整備総合交付金(1/2) 4,950 3,875
府支出金 京都府木造住宅耐震改修等事業費補助金(1/2) 4,025 3,375
起　　　債
その他特財
一般財源 3,950 3,375

計 12,925 10,625

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

11



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

自主防災組織活動支援事業〔防災士研修会〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第６章 第１節　防災・減災　

施策の展開 ①　防災・減災体制の強化 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 防災費

　令和８年度　～

　防災意識と地域防災力の向上を図るためには住民一人一人が防災意識を高め、活動に
取り組んでもらう必要がある。地域における自主防災リーダーを養成し、活動の活性化
を図ることで、災害に強い組織づくりや支援体制づくりを進め、防災力強化につなげて
いく。

　防災士の資格取得をされた方を対象とした研修会を開催し、資格取得者が知識や技術
を身につける機会の創出と防災士としてのステップアップにつなげていく。そして、地
域での自主防災リーダーが重要な役割を担うことから将来的に地域の自主防災リーダー
として防災訓練や出前講座等でも活躍できる人材の育成を実施していく。

○事業費総額 50  千円

（内訳）
　・防災士研修会講師謝礼　50千円（報償費）　

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 50 50

計 50 50

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

12



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

防犯推進事業〔防犯カメラ設置〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第６章 第４節　交通安全・防犯・消費生活　

施策の展開 ①　防犯環境の向上 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 防災費

　令和８年度　～

　犯罪の未然防止を推進していくためには地元住民と町及び警察が連携した取組を進め
ることが重要であり、地域の防犯意識が向上することで犯罪事案の減少に効果が期待で
きる。

　防犯カメラの設置については、子どもの安全に資するよう新たに通学路に設置すると
ともに更新を進め、宇治警察署と連携し、犯罪の未然防止等に有効な場所へ設置してい
く。

○事業費総額 4,950  千円

（内訳）
　・防犯カメラ新規設置（２箇所４台）　2,310千円（工事請負費）
　・防犯カメラ更新（３箇所４台）　　　2,640千円（工事請負費）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 4,950 4,950

計 4,950 4,950

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

13



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

男女共同参画社会推進事業〔相談業務（男性相談）〕

新規 拡充 統合 その他

　総務課

第４章 第１節　地域共生

施策の展開 ③男女共同参画の啓発活動 位置づけしていない

一般会計

総務費 総務管理費 男女共同参画政策費

　令和８年度

　社会のあらゆる分野において分け隔てなく、男女がともに自らの意志で参画し、男女
の人権が尊重された豊かで、いきいきとした町づくりを目指すため、男性のための相談
窓口を新たに設置し相談体制の充実・強化を図る。

　これまでから女性相談を実施しているが、悩みを抱えているのは女性だけでなく、男
性も相談できる場を確保するため、他市町の状況や男性の特性を考慮しながら、相談員
が役場に来庁し、月１回、面談または電話相談を実施する。また、住民への周知を行っ
た後、令和８年10月から相談窓口の開設を目指す。

○事業費総額 266  千円

（内訳）　
　・相談員相談料　月１回　　266千円（委託料）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 266 266

計 266 266

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

14



事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

障害福祉推進事業〔障害者基本計画策定〕

新規 拡充 統合 その他

　福祉課

第３章 第４節　障がい者福祉　

施策の展開 ②地域における自立と切れ目のない支援 位置づけしていない

一般会計

民生費 社会福祉費 社会福祉総務費

　令和８年度

　本町の障害福祉施策の基本となる障害者基本計画の策定、あわせて障害者総合支援法
に基づく適正な障害福祉サービスの提供や障害福祉の推進を図るための障害福祉計画を
策定し、障害の有無にかかわらず、地域で安心して生活することができるまちづくりを
目指す。

　令和２年度に策定した現行の障害者基本計画が令和８年度に計画期限を迎えるため、
今年度に新たな計画を策定する。

＜障害者基本計画＞
　基礎調査（アンケート）を行い、調査結果報告書をまとめる。
　計画策定を行う。

○事業費総額 6,897  千円

（内訳）
　・計画策定業務委託料　6,897千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 6,897 6,897

計 6,897 6,897

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

15



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

社会福祉総務一般事務費〔ひきこもり支援事業、医療介護福祉連携強化推進事業補助金、水道料金臨
時助成（物価高騰対応）〕

新規 拡充 統合 その他

　福祉課

第３章 第５節　地域福祉

施策の展開 ⑥地域福祉推進体制の強化 位置づけしていない

一般会計

民生費 社会福祉費 社会福祉総務費
①ひきこもりは表面化しづらく、長期化する傾向が高いため、年齢要件等により、児童
相談所や子育て応援センターはぐくみから福祉課へ引き継がれるケースが増加してい
る。ひきこもりになる要因は複合的な課題が多く、包括的な相談体制の強化が急務であ
り、関係機関との調整を図り、当事者や家族等のサポート体制の強化に取り組む。
②地域医療体制及び全世代型地域包括ケアシステムの構築は、行政が中心となって考え
るものであり、行政が実施する必要性は高く、その目的に資する関係団体の取組への補
助を実施する。
③物価高騰対策として、水道料金を負担する住民の生活支援を行う。

①ひきこもり対策事業
（１）相談窓口等の充実
　　・ひきこもりの状態にある本人や家族からの相談
　　・ひきこもり相談窓口の周知
（２）講演会・勉強会
　　・ひきこもりの起因を研究し、久御山町に必要な支援体制を検討する。
（３）ネットワークづくりの強化
　　・包括的な相談体制の充実
（４）困難ケースへの対応（当事者や家族への支援など）
（５）支援体制の構築
　　・相談後の支援体制を構築するために、関係機関との調整を図り、
　　　当事者や家族等のサポート体制を整える。
②医療介護福祉連携強化推進事業
　本町の目指す全世代型地域包括ケアシステムの構築には、地域医療介護等の連携は必
須であるため、本町地域福祉計画の重点施策と位置づけしている「くみやま“あい”を
つなぐプラットフォーム」が示す福祉の関係機関の連携強化に対して補助を行う。
③物価高騰対策に係る水道料金臨時助成
　住民に対する水道料金のうち基本料金の減免を実施する水道事業会計に臨時助成を行
う。
　令和８年度第１期（６・７月）分の基本料金分を水道事業会計に補助する。

○事業費総額 24,793  千円

（拡充事業の内訳）
　　①ひきこもり対策事務委託　858千円
　　　・相談等委託料　330千円
　　　・ひきこもり支援事業業務委託料　528千円
　　②実施団体への補助　500千円
　　③物価高騰対策に係る水道料金臨時助成
　　　・水道料金臨時助成金　17,000千円（１期分）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

生活困窮者就労準備支援事業費等補助金
（1/2） 6,176 429
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付
金（福祉課）（10/10） 12,273 12,273

府支出金 援護事務交付金（10/10） 17
起　　　債
その他特財 地域福祉基金預金利子 597
一般財源 5,730 5,656

計 24,793 18,358

総合計画上
の位置づけ

国庫支出金

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

老人福祉センター維持管理事業〔荒見苑運営準備業務〕

新規 拡充 統合 その他

　福祉課

第３章 第３節　高齢者福祉　

施策の展開 ②居場所づくりを通じた高齢者の活躍と介護予防の推進 位置づけしていない

一般会計

民生費 社会福祉費 老人福祉センター費

　令和８年度　～

　町の中心的な公園として機能充実を図り、人と人とがつながる公園づくりを目的に、
現在中央公園の再整備が進められている。
　その中で、現在高齢者に利用を限定している老人福祉センター荒見苑に、公園事務所
機能を兼ねることにより、夜間、土日祝の開館時間の拡大と公園利用者の利用も可能と
することで、多世代の交流等新たな賑わいの創出を目指す施設としていく。

　荒見苑の施設管理・運営について指定管理制度を導入し、中央公園との一体的管理を
実施することで、両施設の利用者等との世代を超えた交流、憩いの場づくりによる賑わ
いの創出を進めていく。
　令和８年度は、荒見苑の一部改修を実施した後、12月から指定管理業者による運営準
備を実施する。

○事業費総額 10,756  千円

（内訳）
　　・従来の維持管理業務経費　
      　　　需用費　　　　　　　　　　　　　 2,672千円
　　　　　　役務費　　　　　　　　　 　　　　  268千円
　　　　　　委託料(新規分除く）　　　　　　　3,024千円
            使用料及び賃借料　　　　　 　　　  575千円
　　　　　　備品購入費　　　　　　　　　　　　　22千円
　　　　　　負担金、補助及び交付金　　　　　　　 6千円
　　・委託料：運営準備業務（指定管理業者）　 4,189千円　※新規

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 10,756 4,189

計 10,756 4,189

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

17



事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的
 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

子育て支援推進事業〔こどもの居場所づくりコーディネーター配置、地域子育
て応援イベント、地域子育て応援補助金、地域子育て交流拠点支援事業、子
育て応援住宅総合支援事業費補助金（継続）〕

新規 拡充 統合 その他

　子育て支援課

第１章 第１節　子育て支援

施策の展開 ①「こどもまんなか」の実現に向けた取組 位置づけしていない

一般会計

民生費 児童福祉費 児童福祉総務費

　令和８年度　～

　久御山町こども計画策定時の分析において、働く女性の増加、子育て家庭の地域との
つながりの希薄化の傾向が見られる。子育て家庭を地域で支えるため、地域でこどもを
育てる環境づくりを進め、子育て家庭の安定やこどもの健全な育ちを目指す。

①こどもの居場所づくりコーディネーター配置
　こどもの居場所と地域の連携、居場所同士・関係機関等との連携について検討するた
め、こどもの居場所づくりコーディネーターを配置する。
②地域子育て応援イベント
　令和５年度から実施している「地域で子育て！シンポジウム」を継承し、地域での子
育てを進める上で適切なテーマの講演会等を実施する。
③地域子育て応援補助金
　令和５年度から実施している「地域子育てモデル事業補助金」を継承し、地域で子育
て支援に関する活動を行う団体に補助を行い、安定した活動ができるよう支援する。
④地域子育て交流拠点支援事業
　こどもの居場所が継続的に運営されるよう、こどもの居場所を運営する民間事業者に
対して運営費の一部を補助する。

○事業費総額 8,077  千円

（内訳）　
・こどもの居場所づくりｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ配置　 　180千円（報償費）※新規
・地域子育て応援イベント　　　　　　   545千円（報償費、需用費、委託料）※拡充
・地域子育て応援補助金　 　　　　　　  900千円（負担金、補助及び交付金）※拡充
・地域子育て交流拠点支援事業 　　  　5,202千円（負担金、補助及び交付金）※新規
・子育て応援住宅総合支援事業費補助金 1,250千円（負担金、補助及び交付金）※継続

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

母子家庭等対策総合支援
事業費補助金(2/3)

3,428 3,428

地域未来交付金(1/2) 450 450
こども政策推進事業費補
助金(1/2)

90 90

子育てにやさしいまちづく
り推進交付金(2/3)

363 363

 結婚・子育て応援住宅総
合支援事業費補助金(1/2)

625

起　　　債
その他特財
一般財源 3,121 2,496

計 8,077 6,827

総合計画上
の位置づけ

国庫支出金

府支出金

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

みまきっこまんなか応援まちづくり推進事業〔実施設計・工事監理・拠点運営支援、サインデ
ザイン業務、備品選定業務、忠魂碑等移設工事、推進団体補助（継続）〕

新規 拡充 統合 その他

　子育て支援課

第１章 第１節　子育て支援

施策の展開 ①「こどもまんなか」の実現に向けた取組 位置づけしていない

一般会計

民生費 児童福祉費 児童福祉総務費

　令和６年度　～

　地域ぐるみで子育てをすることにより、こどもをまんなかに地域の多世代が集まるま
ちとなることを目指し、まず「御牧校区」を強化エリアとし、実施する。

　「みまきっこまんなか応援まちづくり計画」をもとに令和７年度から令和９年度にか
けて、活動の拠点となる施設を整備する。
　令和８年度は、令和７年度に策定した基本計画及び基本設計に基づき、拠点施設の実
施設計、忠魂碑等移設工事、サインデザイン業務等を行う。
　また、本格活動の準備として、引き続きトライアルイベントを実施するとともに、プ
レイバス事業の実証実験を行い、本事業の周知及び地域で子育てをする地盤づくりを行
う。

○事業費総額 27,043  千円

（内訳）
　・プレイバス事業消耗品費　　　　　　　　55千円（需用費）
　・確認申請･省エネ申請手数料　　　　 　 215千円（役務費）
　・実施設計、工事監理、拠点運営支援　18,391千円（委託料）※拡充
　・サインデザイン業務　　　　　　　　 2,888千円（委託料）※新規
　・備品選定業務　　　　　　　　　　　　 514千円（委託料）※新規
　・忠魂碑等移設工事　　　　　　　　　 1,980千円（工事請負費）※新規
　・推進団体補助（※継続）　　　　　　 3,000千円（負担金、補助及び交付金）
　　（プレイバス事業の実証実験を含む）
　※参考
　　令和９年度　7,685千円（債務負担行為）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金(1/2) 990 990

府支出金
子育てにやさしいまちづく
り推進交付金(2/3)

16,708 14,708

起　　　債
その他特財
一般財源 9,345 8,345

計 27,043 24,043

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

章 節

□

予算科目 款 項 目

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

こども園給食運営事業、学校給食運営事業〔民間委託準備〕

新規 拡充 統合 その他

　学校教育課

第１章 第２節　就学前教育

施策の展開 ②就学前の教育環境の整備　 位置づけしていない

第１章 第３節　学校教育

施策の展開 ③教育環境の充実 位置づけしていない

民生費 こども園費 こども園費

教育費 小学校費・中学校費 学校給食費

　令和９年度（令和８年度）　～　

　平成30年４月から中学校での給食開始に併せて調理業務の民間委託を開始し、令和６
年度までに全ての小学校の給食調理業務も民間委託した。

　小・中学校給食調理業務委託の更新年度(令和９年度～）に併せて、とうずみこども
園給食調理業務を民間委託することとし、令和８年度中にプロポーザル方式により業者
を選定する。

○事業費総額 0  千円

（内訳）　令和８年度　0千円
　※参考　
　債務負担　令和９年４月１日～令和12年３月31日
　こども園　 　 98,684千円　※新規
　小・中学校 　282,348千円
　 ・小学校　  199,188千円　※拡充
　 ・中学校　   83,160千円　※拡充　　

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 0 0

計 0 0

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

子育て支援センター事業〔こども誰でも通園〕
子ども・子育て支援給付事業〔こども誰でも通園（町外施設利用分）〕

新規 拡充 統合 その他

　子育て支援課

第１章 第１節　子育て支援

施策の展開 ②こども・若者・子育てのライフステージごとの支援 位置づけしていない

一般会計

民生費 児童福祉費 子育て支援センター費

　令和８年度　～

　全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備するとともに、全ての
子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化
するため、月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に
利用できる「こども誰でも通園制度」を開始する。

・利用対象
　　未就園の０歳６箇月から満３歳未満のこども
・利用上限時間
　　月10時間
・実施場所
　　子育て支援センターあいあいホール
・実施日時
　　月曜日（祝日除く）
　　９時～12時／13時30分～16時30分
・定員
　　１枠につき３人
・利用料
　　無料

○事業費総額 1,760  千円

（内訳）
　子育て支援センター事業　1,220千円
　・会計年度任用職員〔補助〕　　1,116千円（報酬）
　・費用弁償　　　　　　　　　　　 48千円（旅費）
　・消耗品費　　　　　　　　　　　 30千円（需用費）
　・賠償責任保険料　　　　　　　　 26千円（役務費）
　子ども・子育て支援給付事業
　・乳児等通園支援事業給付費　　  540千円（扶助費）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
乳児等のための支援給付
費国庫負担金(3/4)

1,320 1,320

府支出金
乳児等のための支援給付
費府費負担金(1/8)

220 220

起　　　債
その他特財
一般財源 220 220

計 1,760 1,760

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

がんとの共生支援事業〔がん患者アピアランスケア支援事業補助金〕

新規 拡充 統合 その他

　国保健康課

第３章 第２節　保健・医療

施策の展開 　①保健事業の充実 位置づけしていない

一般会計

衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費

　令和８年度　～　

　がん患者を対象に、がん治療中及び治療後の補整具等に要する費用の一部に対し助成
を行うことで、治療に伴う心理的負担の軽減と社会参加の促進を図り、がん患者の生活
を支援する。

　がん患者に対し、がん治療に伴う心理的負担の軽減や社会参加の促進を図るため、ウ
イッグや乳房補整具等の購入費用の一部を助成する。
　対象者１名につき区分ごとに１回限りとする。
　助成区分
　　・ウイッグ等　　　　上限額30千円
　　・乳房補整具
　　　　（１）補整下着　上限額20千円
　　　　（２）人工乳房　上限額50千円
　助成対象経費の１/２を助成。

○事業費総額 520  千円

（内訳）
　・がん患者アピアランスケア支援
　　事業補助金　　　　　　 520千円（負担金、補助及び交付金）　

　※参考
　　　財源　府補助金：40歳未満の対象者に限り市町村に補助　 10千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金

府支出金
京都府がん患者アピアラ
ンスケア支援事業補助金
(１/２)

10 10

起　　　債
その他特財
一般財源 510 510

計 520 520

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

いずれか
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

乳幼児健康診査事業〔５歳児健康診査〕

新規 拡充 統合 その他

　子育て支援課

第３章 第２節　保健・医療

施策の展開 ④次世代期の健康づくり 位置づけしていない

一般会計

衛生費 保健衛生費 予防費

　令和８年度　～

　出生後から就学前までの切れ目のない健康診査の実施を目指し、幼児期において言語
の理解能力や社会性が高まり、発達障害が認知される時期に、こどもの特性を早期に発
見し、こどもとその保護者への適切な支援につなげるため、従来の４歳児サポート事業
を強化する形で、新たに５歳児健康診査を行う。

・対象
　　町内在住の４歳児（実施年度に満５歳になる幼児）
・健診内容
　　(1)身体発育状況
　　(2)栄養状態
　　(3)精神発達の状況
　　(4)言語障害の有無
　　(5)育児上問題となる事項の確認（社会性の発達等）
　　(6)その他の疾病及び異常の有無
・実施方法
　（身体的部分）・町立こども園通園児：園での健康診断を活用
　　　　　　　　・町外幼稚園等通園児：集団健診実施
　（発達関係）　・町立こども園通園児：保護者への問診票、園訪問で確認
　　　　　　　　・町外幼稚園等通園児：保護者への問診票、集団健診で確認

○事業費総額 1,274  千円

（内訳）
　・発達相談員　　950千円（報償費）
　・作業療法士　　144千円（報償費）
　・医師委託　　　180千円（委託料）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
母子保健衛生費国庫補助
金(1/2)

270 270

府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 1,004 1,004

計 1,274 1,274

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

食生活改善推進事業〔食生活改善推進員養成講座〕

新規 拡充 統合 その他

　国保健康課

第３章 第１節　健康　

施策の展開 　①食育の推進 位置づけしていない

一般会計

衛生費 保健衛生費 健康づくり推進費

　令和８年度

　令和６年に策定した「第３次健康くみやま21・第２次久御山町食育推進計画」では、
正しい食習慣を普及する食生活改善推進員の育成を行政の取組に掲げている。
　食生活改善推進員を計画的に養成し、食育の担い手を確保するとともに地区活動組織
の強化を図る。

　第３次健康くみやま21・第２次久御山町食育推進計画に基づく住民の食育及び栄養・
食生活の改善のための取組を行う。
　本年度は、３年に１回開催している食生活改善推進員養成講座を開講する。

　講座定員：16人
　実施内容：調理実習　５講座
　　　　　　講義　　　８講座

○事業費総額 756  千円

（内訳）
　・食育イベント開催　　　　　　　 50千円（需用費）
　・食生活改善推進員協議会補助金　525千円（負担金、補助及び交付金）
　・食生活改善推進員養成講座開催　181千円（需用費）　　※拡充分　181千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 756 181

計 756 181

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

24



事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

温暖化防止活動事業〔環境基本計画中間検証、公共施設LED照明一斉導入
事業、小規模事業者向けLED照明機器交換支援補助金〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

第４章 第３節　脱炭素社会・循環型社会

施策の展開 ①環境に配慮した暮らしの促進 位置づけしていない

一般会計

衛生費 保健衛生費 環境衛生費

　令和８年度　～　令和20年度

　本町における環境政策の基本理念、方針を定める久御山町環境基本条例をベースに策
定した環境政策のマスタープランとなる久御山町環境基本計画に基づき、環境保全に係
る各分野での施策の実施や地球温暖化に対する温室効果ガスの総量削減目標の達成、
カーボンマネジメント体制の構築に向けた施策を推進する。
　実施施策の推進にあたっては、住民・事業者・行政の三者が協働で施策に取り組み、
本町における脱炭素社会の構築及び地域共生社会の実現を目指して環境意識の醸成を図
る。

①環境基本計画中間検証
　令和８年度は環境基本計画の計画期間の中間年度にあたるため、町内の住民や事業者
等に対してアンケート調査を実施し、計画の進捗状況を検証する。

②公共施設LED照明一斉導入事業
　町内公共施設の照明をLED照明に更新する。リース方式により実施し、令和８年度から
９年度にかけて調査・設計、令和９年度中に更新工事を終えてリースを開始する予定。
　[スケジュール]
　　令和８年度　　　事業者選定
　　令和８～９年度　調査・設計、更新工事
　　令和９～20年度　リース期間

③小規模事業者向けLED照明機器交換支援補助金
　町内の小規模事業者が行うLED照明機器の交換に係る費用に対して補助金を交付する。
　・補助率等　２分の１（上限額１万円）

○事業費総額 3,820  千円

（内訳）
　①環境基本計画中間検証　3,520千円
　　アンケート調査業務　2,409千円（委託料）
　　アンケート郵送代　　1,111千円（役務費）

　②LED照明一斉導入経費　０円（使用料及び賃借料）
　　※更新工事が完了し、リース開始となる令和９年度から支払いが発生する。
　　※参考（債務負担行為）
　　　・令和８年度～令和20年度　LED照明借上料　464,693千円

　③補助金　300千円（負担金、補助及び交付金）
（財源内訳）

区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分
国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 3,820 3,820

計 3,820 3,820

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

農業総務一般事務費〔優良田園住宅基本方針等策定業務〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

第２章 第１節　農業

施策の展開 ⑤農業に関わる人「新・農村人（アグリビジネスパーソン）」の居住を促す仕組づくり 位置づけしていない

一般会計

農林水産業費 農業費 農業総務費

　令和８年度

　町の北西部（御牧地区）は、農業振興地域であり、市街化調整区域であることから新
たな住宅づくりが限定的であり、農業に従事する人や農業法人の従業員、農村で生活し
たいという多様なニーズに応えきれていない。そのため、国の優良田園住宅の建設の促
進に関する法律に基づき、住宅建設を認定することで豊かな田園地帯の活性化を目指
す。

　優良田園住宅の建設の促進に関する法律に基づき、平成31年に策定した「久御山町優
良田園住宅の建設促進に関する基本方針」を、現在の実情に即した方針に改定する。

（令和８年度取組予定）
　・優良田園住宅基本方針等策定委員会の運営
　・パブリックコメントの実施
　・優良田園住宅基本方針の策定
　・優良田園住宅基本方針の周知啓発（住民説明会、チラシ配布等）

○事業費総額 9,067  千円

（内訳）
　・策定委員会謝礼等　　　　454千円（報償費）
　・視察研修　　　　　　　　222千円（旅費）
　・策定委員会お茶代　　　　　6千円（需用費）
　・計画印刷費等　　　　　　350千円（需用費）
　・策定業務委託料　　　　8,000千円（委託料）
　・チラシ配布　　　　　　　 35千円（委託料）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（１/２） 4,422 4,422
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 4,645 4,645

計 9,067 9,067

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）

26



事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

久御山町農業振興施策対策事業〔農業振興施策対策事業補助金、加工米補
助、高温対策営農支援事業補助金〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

第２章 第１節　農業

施策の展開 ②担い手の育成と農地集積率の向上 位置づけしていない

一般会計

農林水産業費 農業費 農業振興費

　令和８年度　～

①農業振興施策対策事業補助金
　農業団体が管理するポンプ等の更新等について、物価高騰により団体の負担が増加し
　ているため、補助率を引き上げることにより適正な更新を促す。
②加工米補助
　加工米（酒米：京の輝き）の買取価格が食用米と比べて低額となっていることから、
　継続的に酒米栽培ができるよう補助単価を引き上げる。
③高温対策営農支援事業補助金
　農産物への猛暑の影響が大きいことから、補助対象を拡充し農業経営の継続・発展を
　図る。

①農業振興施策対策事業補助金
　３戸以上の農業者で構成する団体が管理するポンプ等の改修工事や農業用機械等の導
　入経費に対して補助金を交付する。
　➡ポンプや水管の改修工事の補助率を事業費の20％から40％に引き上げる。
②加工米補助
　加工米（酒米：京の輝き）の出荷本数に対して補助金を交付する。
　➡加工米１袋（30kg）あたり3,700円の補助単価を7,400円に引き上げる。
③高温対策営農支援事業補助金
　高温対策機器・資材の導入に取り組む農業者に対して補助金を交付する。
　➡補助対象に収穫した農作物に係る保冷庫・予冷庫、作業施設の空調設備、地温上昇
　　抑制マルチ、農薬（殺虫剤・殺菌剤）を加える。

○事業費総額 4,633  千円

（内訳）
　①農業振興施策対策事業補助金　1,500千円
　　ポンプや水管の改修工事（事業費の40％助成）　1,000千円（うち拡充：500千円）
　　農用機器等の新規・更新購入（事業費の20％助成）500千円
　②加工米補助　1,258千円
　　１袋あたり7,400円×170袋＝1,258千円
　③高温対策営農支援事業補助金 1,875千円
　　水稲（導入経費の20％助成）　　　　　　　30千円（上限）×25人＝750千円
　　野菜等（導入経費の20％助成）　　　　　　30千円（上限）×25人＝750千円　　　　　
　　収入保険加入者（導入経費の25％助成）　37.5千円（上限）×10人＝375千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 4,633 500

計 4,633 500

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

農業経営者研修事業〔農業分野における循環型社会の研究〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

第２章 第１節　農業

施策の展開 ④環境に適合した農業生産の推進 位置づけしていない

一般会計

農林水産業費 農業費 農業振興費

　令和８年度

　京都競馬場から排出される使用済みの敷料（寝わら）や芝かす、また、町内大型店舗
から発生する食品残さ等の堆肥化を研究し、環境にやさしい農業と農業分野における循
環型社会の取組を推進する。

　堆肥化の実現や堆肥の利用に向けた研究会を開催し、資源循環型農業の構築に向けた
取組を検討する。

（令和８年度取組予定）
　・堆肥研究会の運営
　・先進地視察の実施

○事業費総額 349  千円

（内訳）
　・研究会委員謝礼等　315千円（報償費）
　・研究会委員お茶代　　4千円（需用費）
　・視察費用　　　　　 30千円（使用料及び賃借料）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 349 349

計 349 349

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

まちの駅施設運営・維持管理事業〔ガス冷暖房設備更新工事、北側スペース
リニューアル〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

第２章 第４節　産業・交流プロモート

施策の展開 ③まちの駅クロスピアくみやまを核とした異業種交流の推進 位置づけしていない

一般会計

商工費 商工費 商工振興費

　令和８年度

　本町の案内・休憩及び産業の情報発信拠点施設として設置し、様々な事業を実施して
きたまちの駅クロスピアくみやまについて、令和５年度から府内道の駅等との広域連携
を実施し、施設の機能強化を図っている。施設に来館しやすい雰囲気づくりに努め、利
用者のさらなる利便性の向上を図る。

〇ガス冷暖房設備更新工事
　施設建設当初に設置されたガス冷暖房設備を更新し、施設内を安定的に維持し、来館
者が安心して利用できる環境を整える。

　まちの駅クロスピアくみやま・・・平成22年に供用開始（築16年目）

〇北側スペースリニューアル工事　※新規
　クロスピアくみやま１階北側スペースに備え付けのカウンターテーブルや椅子等を新
たに設置し、来館者の利便性の向上と更なる賑わいを創出する。

○事業費総額 16,900  千円

（内訳）
〇ガス冷暖房設備更新工事
工事請負費　15,400千円

〇北側スペースリニューアル工事 1,500千円
工事請負費　1,000千円（カウンターテーブル等設置費用）
備品購入費　  500千円（丸テーブル等購入費用）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金

府支出金
「食の京都TA度BLE」施設
整減備事業補助金（１/３）

500 500

起　　　債
ふるさと応援基金繰入金 333 333
公共施設建設基金 15,400 15,400
森林環境譲与税 667 667

一般財源
計 16,900 16,900

総合計画上
の位置づけ

その他特財

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

「ものづくりの苗処」事業〔産業振興 会議プロジェクト・ワーキングチーム、地域産業振興就労
プロデューサー事業、ホテル立地促進助成金、産業大使（継続）、就労・奨学金返済一体型支
援事業補助（継続）〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

第２章 第３節　中小企業・就労

施策の展開 ②創業・就業の支援 位置づけしていない

一般会計

商工費 商工費 商工振興費

　令和８年度（ホテル立地促進助成金は令和10年度まで）

【地域産業振興就労プロデューサー事業】
　久御山町第３期産業振興計画」における『５つの「カイ」で進めるものづくりの苗処
の成長』のコンセプトのもと、広域的な合同説明会や企業訪問ツアーなど町内産業の雇
用対策を充実させる。また、町内における外国人の雇用実態調査による基礎情報を収集
し、今後の支援策に繋げる。

【ホテル立地促進助成金】
　京都府南部地域の観光への拠点として、また、町内事業者の設備メンテナンス等に
よって来町する技術者等が宿泊する施設として、南大内地区への誘致を進めてきた。
　隣接の大型商業施設やまちの駅クロスピアくみやまとの相乗効果により、同地区の賑
わい創出につなげる。

【地域産業振興就労プロデューサー事業】
　外国人など幅広い人材の確保に向けた町内産業の情報発信への支援や町内企業や地域
の魅力を伝えるため、より広域的な会社説明会や企業見学会などの雇用施策を実施する
とともに、「町内企業で働きたくなる会社づくり」にするための情報発信の支援を行
う。また、アンケートや企業ヒアリングによって、町内における外国人の雇用実態調査
による基礎情報を収集・分析する。

【ホテル立地促進助成金】
○助成内容
・立地助成金（令和８～10年度）
　固定資産税及び都市計画税の合計額に、第１年度は100分の75、第２年度は100分の
50、第３年度は100分の25を乗じて得た額。３年度間の合計上限額は2,000万円。
・上水道助成金（令和７～９年度）
　水道料金（基本料金を含む）に対する３年間助成。年額の助成上限額は600万円で、
３年度間の合計上限額は1,800万円。

○事業費総額 23,075  千円

【産業振興プロジェクト・ワーキングチーム（継続）】
　（内訳）報償費等　425千円
【地域産業振興就労プロデューサー事業】
　（内訳）委託料　6,050千円
【ホテル立地促進助成金】　　　　
　（内訳）負担金、補助及び交付金
　　　・16,000千円（立地助成金　10,000千円、上水道助成金　6,000千円）
　　※参考（債務負担行為）
　　　・令和９年度　12,670千円（立地助成金　 6,670千円、上水道助成金　6,000千円）
　　　・令和10年度　 3,330千円（立地助成金　 3,330千円）
【産業大使（継続）】
　（内訳）報償費　150千円
【就労・奨学金返済一体型支援事業補助金（継続）】
　（内訳）負担金、補助金及び交付金　450千円　

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（１/２） 3,025 3,025
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 20,050 16,000

計 23,075 19,025

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

産業売込み隊事業〔久御山町産業売込み隊事業補助金（クロスピアくみやま周辺地域の賑わい創出事
業）〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

第２章 第４節　産業・交流プロモート

施策の展開 ④戦略的なプロモーションの推進、地域への誇りと関係人口の創出 位置づけしていない

一般会計

商工費 商工費 商工振興費

　令和８年度

　地域交流を活性化させるため、クロスピア周辺を活用してこどもたちに働く楽しさを
体験してもらい、町内企業に愛着をもってもらうとともに、イオンモール久御山と連携
して町内企業を多くの方に認知してもらう「まちのおしごと体験」や、多くの方に町の
特産品を認知してもらうための飲食店による「ホワイトコーンを使ったメニュー特集」
を実施し、クロスピア周辺の賑わいを創出する。

【まちのおしごと体験】
　小学生の夏休み期間を利用して、イオンモール久御山の憩いの広場で事業所の仕事を
体験できるイベントを開催する。イオンモール久御山との連携事業。

【ホワイトコーンを使ったメニュー特集】
　イオンモール久御山の飲食店に町の特産品であるホワイトコーンを使用したメニュー
開発を依頼し、期間限定で販売する。イオンモール久御山との連携事業。

○事業費総額 200  千円

（内訳）
【まちのおしごと体験】
　100千円（印刷製本費、消耗品費）

【ホワイトコーンを使ったメニュー特集】
　100千円（印刷製本費、消耗品費）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（1/2） 100 100
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 100 100

計 200 200

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

交流促進事業〔くみやま夢タワー１３７自分の推し色をライトアップ！、くみやま夢タワー１３７ロゴマーク活
用補助、くみやま夢タワー１３７ライトアップ（継続）〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

第２章 第４節　産業・交流プロモート

施策の展開 ④戦略的なプロモーションの推進、地域への誇りと関係人口の創出 位置づけしていない

一般会計

商工費 商工費 商工振興費

　令和８年度

【くみやま夢タワー１３７自分の推し色をライトアップ！】（※新規）
 久御山町の魅力を町内外に大きく発信する目的でライトアップしている「くみやま夢
タワー１３７」を、町内在住者、在勤者など久御山町にゆかりのある人や団体等の希望
する「自分の推し色」でライトアップすることで、「くみやま夢タワー１３７」に愛着
をもってもらい、さらなる「くみやま夢タワー１３７」の魅力発信及び振興に努めるも
の。令和８年度は実験的に実施することとし、ライトアップできる色はすでに登録済み
の色から選んでいただくこととする。
【くみやま夢タワー１３７ロゴマーク活用補助金】（※拡充）
　住民・事業者等が「くみやま夢タワー１３７ロゴマーク」を広く利用する意識を醸成
し、「ものづくりのまち久御山」の情報発信強化を図ることで久御山の知名度向上につ
なげる。

【くみやま夢タワー１３７自分の推し色をライトアップ！】（※新規）
　点灯させたい色を選び理由を記載し、応募してもらい、応募者多数の場合は抽選によ
り決定する。
　制度の趣旨に合致するものを対象とするが、町の品位を傷つけ、またはそのおそれが
あるときなどの場合には、使用を認めないこととするとともに、使用後に発覚した場合
には、直ちに使用を取り消すこととする。
〇実施期間
　７月頃から数か月間
〇使用料
　無料（※令和８年度は試験的に実施するため。）

【くみやま夢タワー１３７ロゴマーク活用補助金】（※拡充）
　ロゴマークを活用したデザイン及び印刷等に要する経費
〇上限額
　５万円（令和７年度まで：２万円）
〇補助率
　１／２（令和７年度まで：１／３）

○事業費総額 1,460  千円

（内訳）
【くみやま夢タワー１３７自分の推し色をライトアップ！】（※新規）
　需用費　11千円（印刷製本費）
【くみやま夢タワー１３７ロゴマーク活用補助金】（※拡充）
　負担金、補助金及び交付金　700千円（補助金）
【くみやま夢タワー１３７ライトアップ】（※継続）
　委託料　749千円（ライトアップ機器保守等）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（1/2） 5 5
府支出金
起　　　債
その他特財 ふるさと応援基金繰入金 744
一般財源 711 706

計 1,460 711

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

■

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

商工総務一般事務費〔水道料金臨時助成（物価高騰対応）〕

新規 拡充 統合 その他

　産業・環境政策課

施策の展開 位置づけしていない

一般会計

商工費 商工費 商工総務費

　令和８年度

　物価高騰の影響を受けている企業を支援するため、国の「物価高騰対策重点支援地方
創生臨時交付金」を活用し、水道料金の減額を実施し、町内の企業の経済的な支援を行
う。

　物価高騰対応として、令和７年度第４号補正に引き続き水道料金臨時助成を１期分
（令和８年６～７月分）行い、企業の水道料金の基本使用料を減免する。

○事業費総額 13,000  千円

（内訳）
　・負担金、補助金及び交付金　13,000千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付
金（10/10：交付限度額有） 8,182 8,182

府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 4,818 4,818

計 13,000 13,000

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

道路橋梁維持管理事業〔街路植樹工事〕

新規 拡充 統合 その他

　建設課

第５章 第３節　道路

施策の展開 ②道路・橋梁等の効率的な維持管理の推進 位置づけしていない

一般会計

土木費 道路橋梁費 道路橋梁維持費

　令和８年度

　町道の機能維持と環境保全のため、道路の定期的な清掃や樹木等の適正な維持管理に
努める。

　令和８年度は、場外１号線沿いの枯死した樹木を伐採・抜根し、新たに植樹すること
で路線の景観の回復を図る。

○事業費総額 1,300  千円

（内訳）
　・場外１号線街路植樹工事

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 1,300 1,300

計 1,300 1,300

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

橋梁長寿命化事業〔橋梁点検〕

新規 拡充 統合 その他

　建設課

第５章 第３節　道路

施策の展開 ②道路・橋梁等の効率的な維持管理の推進 位置づけしていない

一般会計

土木費 道路橋梁費 道路橋梁維持費

　令和８年度

　橋梁については、「橋梁長寿命化修繕計画」に基づく橋梁の予防的修繕及び補修を実
施し、効率的な維持管理を推進する。

　令和８年度は、本町が管理する橋長15ｍ以上の橋梁17橋について、橋梁点検を実施す
る。

○事業費総額 15,000  千円

（内訳）
　・橋梁点検（17橋）　　　15,000千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 道路更新防災等対策事業費補助金 55% 8,250 8,250
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 6,750 6,750

計 15,000 15,000

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

新規 拡充 統合 その他

　建設課

第５章 第３節　道路

施策の展開 ②道路・橋梁等の効率的な維持管理の推進 位置づけしていない

一般会計

土木費 道路橋梁費 道路橋梁新設改良費

　令和８年度

　道路の適正な管理を行うため、舗装修繕計画等に基づき、計画的・効率的な道路の補
修・改修を行う。

　令和８年度は、田井・林線舗装改良工事、電々グランド線歩道整備工事、場内30号線
舗装改良工事を実施する。

○事業費総額 80,200  千円

（内訳）
　・田井・林線舗装改良工事　　　　13,000千円
　・電々グランド線歩道整備工事　　52,000千円
　・場内30号線舗装改良工事　　　　15,200千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 社会資本整備総合交付金40％ 20,800 20,800
府支出金
起　　　債

日本中央競馬会地域貢献寄付金40％ 11,280 11,280
ふるさと応援基金繰入金 31,200 31,200
公共施設建設基金繰入金 16,900 16,900

一般財源 20 20
計 80,200 80,200

道路橋梁新設改良整備事業〔田井・林線舗装改良工事、電々グランド線歩道
整備工事、場内30号線舗装改良工事〕

総合計画上
の位置づけ

その他特財

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

排水路等改修整備事業〔下津屋地区排水路整備工事〕

新規 拡充 統合 その他

　建設課

第６章 第２節　河川・治水対策　

施策の展開 ④河川の維持管理の強化 位置づけしていない

一般会計

土木費 河川費 河川総務費

　令和８年度

　町内の河川や水路等の排水施設の機能と環境を保持するため、必要な修繕・改修を実
施する。

　令和８年度は、下津屋地区排水路整備工事を実施する。

○事業費総額 15,500  千円

（内訳）
　・下津屋地区排水路整備工事　　15,500千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債

日本中央競馬会地域貢献寄付金 40％ 6,200 6,200
公共施設建設基金繰入金 9,300 9,300

一般財源 0 0
計 15,500 15,500

総合計画上
の位置づけ

その他特財

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

宇治川高台整備促進事業〔かわまちづくり計画推進業務〕

新規 拡充 統合 その他

　建設課

第６章 第２節　河川・治水対策　

施策の展開 ⑤河川の美化や利活用の推進 位置づけしていない

一般会計

土木費 河川費 河川総務費

　令和８年度

　宇治川左岸西一口地域で整備予定の「（仮称）MIZUBEステーション」を拠点に、防災
力の強化と地域の新たなにぎわいの創出を図る。

　令和８年度は、高水敷を活用した社会実験（イベント等）を引き続き実施するととも
に、開催に係る支援を行う。

○事業費総額 6,000  千円

（内訳）
　・久御山町かわまちづくり計画推進業務　　6,000千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（１/２） 3,000 3,000
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 3,000 3,000

計 6,000 6,000

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

新規 拡充 統合 その他

　建設課

第５章 第１節　計画的土地利用

施策の展開 ①計画的な土地利用の推進 位置づけしていない

一般会計

土木費 都市計画費 都市計画総務費

　令和７年度　～　令和８年度

　第６次総合計画の策定に合わせて、まちづくりの具体的なビジョンである「都市計画
マスタープラン」を改訂し、町全域で持続可能な都市構造を目指す居住機能や医療・福
祉・商業・公共交通等、まちづくりの方針をとりまとめる。

　令和８年度の主な取組概要

・久御山町都市計画マスタープラン改訂２年目（全体構想検討・地域別構想検討・まち
づくり推進方策検討）

○事業費総額 8,592  千円

（内訳）
　・久御山町都市計画マスタープラン改訂及び立地適正化計画策定業務　8,592千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 コンパクトシティ形成支援事業補助金（１/２） 2,500 2,500
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 6,092 6,092

計 8,592 8,592

都市計画推進事業（建設課）〔久御山町都市計画マスタープラン改訂（２年
目）〕

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

都市計画推進事業（新市街地整備課）［みなくるタウン整備関連、土地区画整理事業補助金］

新規 拡充 統合 その他

　新市街地整備課

第５章 第１節　計画的土地利用

施策の展開 ②　新市街地（みなくるタウン）整備の推進 位置づけしていない

一般会計

土木費 都市計画費 都市計画総務費

　令和８年度　～

　第６次総合計画及び都市計画マスタープランに産業立地促進ゾーン及び住街区促進
ゾーンとして位置づけられている新市街地（みなくるタウン）において、周辺の既存住
宅の住環境に配慮した産業活動の活性化や次世代が快適に暮らせる住宅地の形成を進
め、これらが調和した職住近接のまちづくりを推進することを目的とする。

①みなくるタウン整備関連
　産業立地促進ゾーンの第１期整備地区及び第２期整備地区は、業務代行予定者におい
て、令和８年度上半期の本組合設立を目指して進められることとなる。また、住街区促
進ゾーンについては、令和７年度に土地区画整理準備組合が設立され、今後、市街化調
整区域において地区計画を策定し、業務代行予定者による土地区画整理事業の具体化に
向けた事業計画などの作成が進められる。さらに、みなくるタウン整備を推進するた
め、都市計画道路の整備に向け、道路整備に係る工事や用地買収業務を進めていく。

②土地区画整理事業費補助金
　産業立地促進ゾーンについては、令和８年度上半期の本組合設立を目指して進められ
ており、町の重要施策として、町の意向を反映させたまちづくりを進める上でも、過去
の土地区画整理事業と同様、組合に対して補助を行う。

○事業費総額 528,990  千円

（内訳）
　①みなくるタウン整備関連　436,084千円
    ・不動産鑑定評価手数料等　　　　 　 　　　　　3,015千円
　　・みなくるタウン推進コーディネーター委託業務　5,141千円
　　・用地買収に係る支援業務委託　　　　　　　　 20,368千円
　　・工事支援、土木現場技術業務委託　　　　　　 45,971千円
　　・道路補償時点修正及び測量分筆登記業務　　　 17,204千円
    ・道路修正設計業務　　　　　　　　　　　　　  5,973千円
　　・都市計画道路整備工事　　　　　　　　　　　 91,883千円
　　・都市計画道路整備関連工事　　　　　　　　　 56,870千円
　　・田井市田線道路改良工事　　　　　　　　　　 24,673千円
　　・公共施設管理者負担金　　　　　　　　　　　106,000千円
　　・用地購入、建物・営業補償費　　 　　　 　　 58,986千円
　②土地区画整理事業費補助金
　　・第１期整備地区、第２期整備地区　 　　　　　92,906千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

地域未来交付金（1/2） 33,521 33,521

道路交通安全施設等整備
事業費補助金・55%

128,700 128,700

府支出金
起　　　債 土木債・新市街地整備事業債 182,900 182,900
その他特財
一般財源 183,869 183,869

計 528,990 528,990

総合計画上
の位置づけ

国庫支出金

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

公共交通推進事業〔地域公共交通計画策定（１年目）〕

新規 拡充 統合 その他

　新市街地整備課

第５章 第２節　公共交通

施策の展開 ①地域公共交通の推進 位置づけしていない

一般会計

土木費 都市計画費 都市計画総務費

　令和８年度　～　令和９年度

　平成30年度に策定した久御山町地域公共交通網形成計画（令和元年度～令和５年度）
に基づき、路線バスの利用促進やバス停の環境整備等の取組を進めてきたが、計画期間
が終了したため、現状の情勢や課題の抽出を行ない、本町における公共交通政策のマス
タープランとなる「久御山町地域公共交通計画」を新たに策定し、住民にとって安全で
快適に利用できるバス交通の充実を図り、のってこタクシーを含めた体系的な町内公共
交通網を維持する。
　また、現状では公共交通に関する国庫補助金については、地域公共交通計画と連動し
ていることから、現在事業を進めている、みなくるタウン整備事業（産業・住街区）に
対する新たな路線バスの誘致等を検討する中で、国庫補助金の活用も見据えて計画を策
定する必要がある。

　地域公共交通計画においては、上位計画である久御山町第６次総合計画（令和７年度
策定）や都市計画マスタープラン・立地適正化計画（令和８年度策定）との整合を図る
必要があるため、令和８～９年度の２カ年で策定を行なう。
　また、計画の策定にあたっては、国庫補助金を活用するため、地域公共交通活性化再
生法に定める法定協議会の位置づけとなる「久御山町地域公共交通協議会」において策
定を行なう。

（策定スケジュール）
Ｒ８：委託事業者選定、計画策定に係る調査事業
　　（住民アンケート調査や移動に関するビッグデータ等を活用した事前調査）
Ｒ９：計画本編の策定

○事業費総額 7,574  千円

（内訳）
　・委託事業者選定のための提案書審査委員会開催費用　71千円
　　（委員報酬・交通費・振込手数料　各３回分）
　・久御山町地域公共交通協議会開催費用　287千円
　　（委員報酬・交通費・お茶代・振込手数料　各３回分）
　・久御山町地域公共交通計画策定調査事業　7,216千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財 ふるさと応援基金繰入金 783 783
一般財源 6,791 6,791

計 7,574 7,574

　国庫補助金（地域公共交通確保維持改善事業費補助金・地域公共交通調査事業）の申
請対象は久御山町地域公共交通協議会。（補助上限額1,000万円、補助率１/２）
（補助対象）
・委託事業者選定のための提案書審査委員会開催費用　66千円（補助金額33千円）
　（委員報酬・交通費　各３回分）
・久御山町地域公共交通協議会開催費用　264千円（補助金額132千円）
　（委員報酬・交通費・お茶代　各３回分）
・久御山町地域公共交通計画策定調査事業　7,216千円（補助金額3,608千円）
　補助金合計3,773千円

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

新規 拡充 統合 その他

　建設課

第５章 第４節　公園・緑地

施策の展開 ①公園・緑地の整備 位置づけしていない

一般会計

土木費 都市計画費 公園費

　令和８年度

　安全で快適な公園として利用できるよう、公園施設の点検を実施し、適切な維持管理
と安全管理に努める。

　令和８年度は、市田公園ブランコ修繕、大内みずべ公園ウッドデッキ修繕を行う。

○事業費総額 2,376  千円

（内訳）
　・市田公園ブランコ修繕　　　　　　　　726千円
　・大内みずべ公園ウッドデッキ修繕　　1,650千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 2,376 2,376

計 2,376 2,376

公園維持管理事業〔市田公園ブランコ修繕、大内みずべ公園ウッドデッキ修
繕〕

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

中央公園拡充整備事業〔公園再整備工事、荒見苑改修工事、駐車場拡充設計、駐車場用地購入等、雨
水循環利用施設整備工事、運営事業者開園準備業務、代替施設利用料等補助〕

新規 拡充 統合 その他

　建設課

第５章 第４節　公園・緑地

施策の展開 ①公園・緑地の整備 位置づけしていない

一般会計

土木費 都市計画費 公園費

　令和７年度　～　

　まちの中心的な公園として機能充実を図り、人と人とがつながる公園づくりを進め
る。また、まちのにわ構想推進のため、地域主体によるイベント開催支援を行うととも
に、リニューアルに伴う整備工事を実施する。

令和８年度の主な取組概要
・久御山中央公園再整備工事
・荒見苑改修工事
・久御山中央公園再整備実施設計業務
・久御山中央公園再整備工事監理業務
・荒見苑改修工事監理業務
・中央公園駐車場拡充に伴う設計業務
・中央公園駐車場拡充に伴う用地買収等
・雨水循環利用施設整備工事
・久御山中央公園整備運営事業者開園準備業務
・代替施設利用等補助

○事業費総額 427,927  千円

（内訳）
　・久御山中央公園再整備工事　　　　　　 　　　234,955千円　※拡充
　　　継続費 862,000千円（R7 114,045千円、R8 234,955千円、R9 383,000千円、
　　　　　　　　　　　　　R10 130,000千円）
　・荒見苑改修工事　　　　　　　　　　　　　 　104,988千円
　　　継続費 135,000千円（R7 30,012千円、R8 104,988千円）
　・久御山中央公園再整備実施設計業務　 　　　　　　618千円　※継続
　・久御山中央公園再整備工事監理業務 　　　　　　1,809千円　※新規
　・荒見苑改修工事監理業務  　　　　　　　　　 　2,470千円　※新規
　・中央公園駐車場拡充に伴う設計業務　         　3,267千円　※新規
　・中央公園駐車場拡充に伴う用地買収等         　3,691千円　※新規
　・雨水循環利用施設整備工事　　　　　　　　　　　56,471千円　※拡充
　　　継続費 112,500千円（R6 1,400千円、R7 54,629千円、R8 56,471千円）
　・久御山中央公園整備運営事業者開園準備業務　　18,511千円　※継続
　・代替施設利用等補助　　　　　　　　　　　　　 1,147千円　※継続

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

社会資本整備総合交付金 50%・33% 199,909 199,909
地域未来交付金（1/2） 9,255 9,255

府支出金
起　　　債 土木債・中央公園拡充整備事業債 180,500 180,500
その他特財 ふるさと応援基金繰入金 20,000 20,000
一般財源 18,263 18,263

計 427,927 427,927

総合計画上
の位置づけ

国庫支出金

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

消防広域化推進事業〔京都府南部消防指令センター共同整備負担金等〕

新規 拡充 統合 その他

消防本部

第６章 第３節　消防（火災・救急・救助）　

施策の展開 ①消防力の強化 位置づけしていない

一般会計

消防費 消防費 常備消防費

　令和６年度　～　令和８年度

　消防力の強化と行財政運営の効率化を図るため、消防広域化の検討及び近隣市町との
連携・協力（京都府南部消防指令センター共同運用）を推進する。

  各消防本部の管轄地域における災害発生状況等の情報を一元管理でき、大規模災害発
生時に速やかな相互応援が可能になるなど、京都府南部地域全体の消防力の充実・強化
のために消防指令センターを共同運用し、消防指令システム等の整備を実施するととも
に、令和８年度中に仮運用を開始する。

○事業費総額 77,171  千円

（内訳）
　・京都府南部消防指令センター共同整備負担金（令和８年度）
　　73,271千円

  ・京都府南部消防指令センター維持管理負担金
　　3,900千円

　※参考
　　 令和６年度　負担金　16,837千円      
     令和７年度　負担金  78,653千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債 消防債・消防施設整備事業債 73,200 73,200
その他特財
一般財源 3,971 3,971

計 77,171 77,171

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

指令装置等維持管理事業
〔京都府南部消防指令センター共同運用に係るNET119システム端末更新等〕

新規 拡充 統合 その他

消防本部

第６章 第３節　消防（火災・救急・救助）　

施策の展開 ②消防施設等の機能強化 位置づけしていない

一般会計

消防費 消防費 消防施設費

　令和８年度　

　京都府南部消防指令センターにおいて効率的に緊急通報を受信し、迅速な消防、救急
及び救助出動に繋げるとともに、円滑な災害現場活動の実現を図る。

　京都府南部消防指令センターの共同運用に向け、新たにNET119システムのネットワー
ク環境を整えるとともに、24時間稼働し老朽化が進むNET119システム端末を更新する。
　また、大規模災害等により、京都府南部消防指令センターにおいて119番通報が受信で
きなくなった場合に各消防本部で通報を受信するために、119番通報迂回受信用回線を整
備改修する。

○事業費総額 917  千円

（内訳）
　・NET119システム端末　　　 　　　　 895千円
  ・119番通報迂回受信用回線整備改修　　22千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 917 917

計 917 917

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

消防庁舎施設維持管理事業
〔京都府南部消防指令センター共同運用に係る消防団本部室改修工事、和
室改修工事〕

新規 拡充 統合 その他

消防本部

第６章 第３節　消防（火災・救急・救助）　

施策の展開 ①消防力の強化 位置づけしていない

一般会計

消防費 消防費 消防施設費

　令和８年度

　京都南部地域消防指令センター共同運用に向け、消防団本部室を改修し、通信・専用
室を整備する。

　京都南部地域消防指令センター共同運用に向け、現在消防団本部室として使用してい
る一室を、通信等を管制する専用室として整備するため、改修工事を実施する。それに
伴い、現在和室として利用している部屋を改修し、消防団本部室として整備する。

○事業費総額 3,333  千円

（内訳）
　・消防庁舎消防団本部室改修工事　　　1,496千円
　・和室改修工事　　　　　　　　　　　1,837千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 3,333 3,333

計 3,333 3,333

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

消防機械器具等整備事業〔指揮車購入、京都府南部消防指令センター共同運用に係る備品等〕

新規 拡充 統合 その他

消防本部

第６章 第３節　消防（火災・救急・救助）　

施策の展開 ③災害対応能力の向上 位置づけしていない

一般会計

消防費 消防費 消防施設費

　令和７年度　～　令和８年度

　迅速な消防・救急活動を行うため、消防機械器具や救急活動資機材の適正な管理を
行うとともに、老朽化しつつある機械器具の更新並びに増強整備に努める。
　また、京都府南部消防指令センター共同運用に向け、迅速な消防・救急活動を行う
ため通信機器の更新等を図る。

①指揮車購入
　多様化する災害現場に対応するため、指揮車１台を購入し、消防隊、救助隊及び救
急隊を指揮・統括し、効率的に運用することで、現場活動を円滑にし、被害を最小限
に食い止め、現場で活動する隊員の安全管理や二次災害防止を図る。

②京都府南部消防指令センター共同運用に係る備品等
　京都府南部消防指令センター共同運用に向け、効率的で組織的な部隊活動と隊員等
の安全管理体制を構築するため、携帯型無線装置を更新し署活無線装置、受令機を新
規購入する。また、緊急車両の標識灯及び車両文字の変更を行い、現在使用している
防災電話設備電話機、消防本部Ｊアラート端末を移設する。

○事業費総額 31,359  千円

①指揮車購入　12,628千円　※拡充
（内訳）
　・役務費　　　　　　　　　　　　 　　55千円（手数料・保険料）
　・備品購入費　　 　　　　　　　　12,540千円（公用車）
　・公課費　　　　　　 　　　　　　　　33千円（自動車重量税）

②京都府南部消防指令センター共同運用に係る備品等　18,731千円　※新規
（内訳）
　・携帯型無線装置　　　 　　　　　14,933千円（備品購入費）
　・署活無線装置　　　　 　　　　　 2,649千円（備品購入費）
　・受令機　　　　　　　　　　　 　　 656千円（備品購入費）
  ・車両標識灯及び車両文字変更　 　　　97千円（修繕料）
　・防災電話設備電話機移設　　　 　　 176千円（委託料）
　・消防本部Ｊアラート端末移設　 　　 220千円（委託料）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債

ふるさと応援基金繰入金 7,540 7,540
入湯税管理基金繰入金 5,000 5,000

一般財源 18,819 18,819
計 31,359 31,359

総合計画上
の位置づけ

その他特財

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ □ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

教育委員会事務局運営事務〔こどもの未来魅力化アクションプラン検討委員会〕

新規 拡充 統合 その他

　学校教育課

第１章 第１節　子育て支援

施策の展開 ③こども・若者・子育てのライフステージによらず行う支援 位置づけしていない

一般会計

教育費 教育総務費 事務局費

　令和８年度　～

　こどもや子育て家庭を取り巻く環境は、少子化や核家族化、地域との繋がりの希薄
化、孤立化など社会の変遷とともに急速に変化しており、そのような中、貧困、虐待、
不登校、ヤングケアラーなどこどもの抱える困難は複合的に重なり合い、深刻化してい
る。このような現状を踏まえ、こどもの権利が尊重され、生まれ育つ環境に左右される
ことなく、課題や困難があっても、その将来に夢や希望を持ちつづけ成長していけるよ
うまち全体「オール久御山」で支援する。

　全てのこどもたちの未来が魅力的なものになることを目指し、令和７年度に条例を制
定予定（令和８年３月会議）。条例の基本方針に基づく施策を推進するための実行計画
となる「こどもの未来魅力化の施策に関する計画（アクションプラン）」を策定する。
また、条例の目的について理解を深めるため、リーフレットの全戸配布やシンポジウム
等で周知・啓発を行う。

○事業費総額 1,000  千円

（内訳）
　［報償費］
　・検討委員会委員報償費　180千円
　・シンポジウム謝金、座談会謝金　150千円
　［旅費］
　・検討委員会委員交通費　24千円
　［需用費］
　・シンポジウム消耗品費　50千円
  ［印刷製本費］
　・リーフレット作成　500千円
  ［委託料］
　・リーフレット全戸配布　96千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 1,000 1,000

計 1,000 1,000

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

学校施設維持管理事業〔３小学校体育館空調設備等設置工事、３小学校体育館用大型気化
式冷風機借上、ウォータースタンド設置〕

新規 拡充 統合 その他

　学校教育課

第１章 第３節　学校教育

施策の展開 ③　教育環境の充実 位置づけしていない

一般会計

教育費 小学校費 学校管理費

教育費 中学校費 学校管理費

　令和８年度　～

  地球温暖化の影響により気温は年々上昇しており、夏場における熱中症リスクは児童
生徒にとって健康に関わる問題であるため、熱中症予防対策として環境の整備を進め
る。
　特に、学校体育館は授業や部活動、集会などの教育活動や社会体育活動などの地域コ
ミュニティ醸成の場として利用頻度が高く、災害発生時には地域の避難所としても利用
することから、児童の熱中症対策と避難所の防災機能の向上を図るため、空調設備等の
設置を行う。

　３小学校の体育館において、空調設備の設置と併せて屋根等への遮熱対策を実施し、
　空調設備が設置されるまで、大型気化式冷風機を借上げる。
  また、熱中症対策として、小･中学校にウォータースタンドを設置する。

　＜断熱等対策＞
　　御牧小学校　遮熱塗料（屋根部）
　　佐山小学校　アルミルーバー設置（東面窓部）
　　東角小学校　遮熱フィルム（窓部）
　＜ウォータースタンド設置＞
　　御牧小学校　１箇所　　佐山小学校　１箇所　　東角小学校　１箇所
　　久御山中学校　２箇所

○事業費総額 282,402  千円

（内訳）
　・３小学校体育館空調設備等設置工事　280,030千円　※拡充
　　　御牧小学校　 79,000千円　
　　　佐山小学校　105,000千円　
　　　東角小学校　 88,000千円　
　　　工事監理業務委託　　8,030千円
　・３小学校体育館用大型気化式冷風機借上　　2,101千円　※拡充
　・ウオータースタンド借上料　271千円　※新規
　　小学校　169千円
　　中学校　102千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
空調設備整備臨時特例交付金
（補助上限額有）

60,433 60,433

府支出金
起　　　債 教育債・小学校施設整備事業債 158,600 158,600
その他特財 公共施設建設基金繰入金 52,900 52,900
一般財源 10,469 10,469

計 282,402 282,402

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

全世代・全員活躍まちづくりセンター運営事業〔内覧会・竣工式・オープニングセレモニー、指定管理料、
多世代体験・交流事業ミュージック＆アートシリーズ、多世代体験・交流事業アーバンスポーツシリーズ〕

新規 拡充 統合 その他

　生涯学習応援課

第１章 第４節　社会教育

施策の展開 ①施設や環境の整備 位置づけしていない

一般会計

教育費 社会教育費 社会教育総務費

　令和８年度　

　久御山町全世代・全員活躍まちづくりセンター整備基本計画等に示されたまちづくり
センターのコンセプトを踏まえ、住民の多様な活動や使い方を実現するよう指定管理者
が運営を行い、適切に管理を行う。

令和８年度内の開館を目指し、開館セレモニー及び開館後の運営を行う。
《主な取組内容》
令和８年度のグランハット開館に向けて開館準備業務を行うと共に、開館セレモニー及
び開館後の適切な運営・維持管理業務を行う。
《具体事業内容》
・開館セレモニー（竣工式及び開館セレモニー）は、まちづくりセンターのコンセプト
に因んだ内容とし、町商工会等と連携した事業を実施することにより町内外から来館い
ただける賑わいのあるイベントを実施する。
・多世代体験交流事業ミュージック＆アートシリーズは、京都市立芸術大学との連携事
業として音楽と芸術をテーマにアウトリーチ形式を主とした事業を実施する。
・多世代体験交流事業アーバンスポーツシリーズは、都市型スポーツを通して全世代の
交流を生む事業を実施する。

○事業費総額 29,080  千円

（内訳）
　・まちづくセンター指定管理料　　24,690千円(委託料)　※拡充
　　（債務負担行為R7～R15年度）　651,344千円
　・多世代体験交流事業　　　　　 　4,075千円(委託料)　※新規
　　　多世代体験・交流事業ﾐｭｰｼﾞｯｸ＆ｱｰﾄｼﾘｰｽﾞ　1,075千円
　　　多世代体験・交流事業ｱｰﾊﾞﾝｽﾎﾟｰﾂｼﾘｰｽﾞ　　3,000千円　　　
　・委員謝礼　　　　　　　　　　　　 244千円(報償費)
　・愛称選定記念品　　　　　　 　　　 10千円(報償費)
　・普通旅費　　　　　　　　　　　　　55千円(旅費)　　
　・会議用お茶代　　　　　　　　　　 　6千円(需用費)

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（1/2） 2,037 2,037
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 27,043 27,043

計 29,080 29,080

※内覧会、竣工式、オープニングについては、令和７年度からの繰越明許費にて対応。

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

ふれあい交流館運営事業〔外壁タイル改修工事、高圧受電設備更新工事、自動火災報知設備等更新工
事〕

新規 拡充 統合 その他

　生涯学習応援課

第１章 第４節　社会教育

施策の展開 ①施設や環境の整備 位置づけしていない

一般会計

教育費 社会教育費 生涯学習センター費

　令和８年度　

　開館から相当の年月が経過している当施設の効率的な維持管理や修繕、計画的な更新
を行い、費用の削減を図りながら充実した行政サービスを提供する。

①外壁タイル改修工事
北面、西面及び東面１階の外壁タイルのうち落下の危険性が高い箇所の補修を実施し、
利用者や近隣住民の安心安全の確保を図る。

②高圧受電設備の交換
交換時期を経過しているため交換を実施し、長寿命化を図る。

③自動火災報知設備更新工事
耐用年数を既に経過していることから、故障時開館業務に支障が出ないよう更新工事を
実施する。

○事業費総額 51,091  千円

（内訳）
　①外壁タイル改修工事（総額）23,759千円　※拡充
　　外壁タイル改修工事　　　　　　　　　19,271千円（工事請負費）
　　外壁タイル改修工事監理業務委事託　　 4,488千円（委託料）　
　②変圧器受電キュービクルの交換　　　　18,510千円（工事請負費）※新規
　③自動火災報知設備更新工事　　　　　　 8,822千円（工事請負費）※新規

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債

日本中央競馬会地域貢献寄附金 10,900 10,900
公共施設建設基金繰入金 30,300 30,300

一般財源 9,891 9,891
計 51,091 51,091

総合計画上
の位置づけ

その他特財

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

放課後児童健全育成事業〔仲よし学級運営業務委託〕

新規 拡充 統合 その他

　生涯学習応援課

第１章 第１節　子育て支援

施策の展開 ②こども・若者・子育てのライフステージごとの支援 位置づけしていない

一般会計

教育費 社会教育費 放課後児童健全育成費

　令和８年度　～　令和10年度

　町内小学校に在籍する１～６年生の児童で、放課後、家庭で保育を要する児童を対
象に仲よし学級で受け入れ保育することで、保護者の安心感と児童の安全を確保す
る。
　令和８年度より、指導員の人手不足への対応、保育の質の向上等を目的に運営業務
の民間委託を実施する。

　保護者が働いている、また病気の看護をしているなどの理由で、日中に家庭で保育
ができない状況にある児童を、保護者にかわって保育することを目的に、町立小学校
等に就学する６年生までの児童を対象に仲よし学級を設置し運営する。
＜主な取組内容＞
開設学級数　：　３学級　５クラス（御牧１クラス・佐山２クラス・東角２クラス）
１クラス定員　：　御牧70人、佐山・東角45人
開設時間　：　平日　小学校終了～午後７時
　　　　　　　　　土曜日　午前７時30分～午後5時
　　　　　　　　　長期休業期間　午前７時30分～午後７時
＜民間委託＞
放課後児童健全育成施設使用料の管理および利用児童の入退級管理等については、引
き続き町で実施。その他の学級運営に係る業務について委託事業者において実施す
る。

○事業費総額 82,640  千円

（内訳）
　・運営業務委託料　82,640千円
　　（債務負担行為　R8～R10　252,705千円）

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 放課後児童健全育成事業補助金（１/３） 17,623 17,623
府支出金 放課後児童健全育成事業補助金（１/３） 17,623 17,623
起　　　債

ふるさと応援基金繰入金 10,000 10,000

放課後児童健全育成施設使用料 9,398 9,398

一般財源 27,996 27,996
計 82,640 82,640

総合計画上
の位置づけ

その他特財

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

旧山田家住宅保存・活用事業〔旧山田家住宅保存活用プロジェクト会議・旧山田家住宅絵画コンテスト〕

新規 拡充 統合 その他

　生涯学習応援課

第１章 第５節　文化・スポーツ

施策の展開 ①歴史文化の保全・活用 位置づけしていない

一般会計

教育費 社会教育費 文化財費

　令和８年度　

　平成25年度に寄附を受けた国登録有形文化財の旧山田家住宅は、本町の歴史を物語る
貴重な文化遺産であることから、保存と活用に努め次代へ継承していく必要がある。同
文化財について計画的に修理・補修を行い、末永く住民に親しみ愛されるような歴史的
文化財としたい。

　旧山田家住宅保存活用プロジェクト会議を設置し、旧山田家住宅保存活用計画を進め
るにあたっての法的な課題等の整理や施設改修案の策定、提言を受けた今後の展示・活
用方法に関し、具体化に向けた検討を行う。
　また、町を代表する文化財建造物の一つとして親しまれている旧山田家住宅をテーマ
とした絵画コンテストを開催し、身近な文化財への関心を高め、次代に引き継ぐことの
必要性について考える機会としたい。応募者等による来館者の増加も見込む。
入賞作品は、旧山田家住宅の特別公開時をはじめ、グランハットや役場ロビーなどでの
展示や町広報への掲載等を行うなど、機会を捉えて広く鑑賞いただくこととする。
　さらに、旧山田家に関する講演会を開催し、同住宅の文化財的価値等について広く理
解を得られるようその魅力を伝えていく。

○事業費総額 659  千円

（内訳）
　・委員謝礼　　 502千円
　・審査員謝礼　　25千円
　・受賞者記念品　60千円
  ・委員費用弁償　61千円
　・食料費　　　　11千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（１/２） 12 12
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 647 647

計 659 659

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

■ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

総合体育館・町民プール運営事業〔総合体育館外壁等改修工事設計、町民プール高圧受電
設備部品交換〕

新規 拡充 統合 その他

　生涯学習応援課

第１章 第４節　社会教育

施策の展開 ①施設や環境の整備 位置づけしていない

一般会計

教育費 保健体育費 体育施設費

　令和８年度　

開設から相当の年月が経過している当施設の効率的な維持管理や修繕、計画的な更新を
行い、費用の削減を図りながら充実した行政サービスを提供する。

・総合体育館外壁等改修工事設計
令和９年度の外壁改修工事へ向けて工事設計を行う。

・町民プール高圧受電設備部品交換
交換時期を経過しているため交換を実施し、長寿命化を図る。

○事業費総額 5,847  千円

（内訳）
 ・総合体育館外壁等改修工事設計業務委託　5,110千円（委託料）※新規
 ・町民プール高圧受電設備部品取替工事    　737千円（工事請負費）※拡充

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 5,847 5,847

計 5,847 5,847

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

■

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

配水管維持管理事業〔漏水調査業務〕

新規 拡充 統合 その他

上下水道課

第５章 第５節　上水道

施策の展開 位置づけしていない

水道事業会計

水道事業費用 営業費用 配水及び給水費

　令和８年度

　貴重な水資源の有効活用や、有収率の向上や水を安定的に供給するため、また、道路
陥没などの二次災害等を未然に防ぐため実施する必要がある。

漏水調査業務（町内全域）
・人工衛星を活用した漏水調査

※衛星画像のＡＩ解析により水道管の漏水疑いがある箇所を判定する。府内の複数事業
体で共同実施予定。

○事業費総額 5,773  千円

（内訳）
　漏水調査業務（町内全域）　　5,773千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 地域未来交付金（1/2） 2,886 2,886
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 2,887 2,887

計 5,773 5,773

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

■

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

水道施設維持管理事業〔水道施設更新工事〕

新規 拡充 統合 その他

上下水道課

第５章 第５節　上水道

施策の展開 位置づけしていない

水道事業会計

資本的支出 建設改良費 固定資産取得費

　令和８年度

　水道事業ビジョンに基づき施設を健全に維持するため、更新を適切に行う必要があ
る。
　老朽化した機器などを更新することにより、住民に安全で安心な水を安定的に供給す
る。

①５号配水ポンプ等更新工事
　・配水ポンプ、操作盤更新工事

②２・４号配水ポンプコンデンサ更新工事
　・コンデンサ更新工事

○事業費総額 64,625  千円

（内訳）
　①５号配水ポンプ等更新工事　 　　    　　62,150千円
　②２・４号配水ポンプコンデンサ更新工事　　2,475千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 64,625 64,625

計 64,625 64,625

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

配水管改良事業〔配水管布設替工事〕

新規 拡充 統合 その他

上下水道課

第５章 第５節　上水道

施策の展開 ①重要給水施設配水管耐震化事業の完遂 位置づけしていない

水道事業会計

資本的支出 建設改良費 施設改良費

　令和８年度

　水道事業ビジョンに基づき強靱で安定した水道を実現するため、重要給水施設への重
要管路の耐震化を行う必要がある。
  浄水場から避難所等の重要給水施設までの重要管路の耐震化を推進することにより、
水を安定的に供給する。

①佐古・東角他配水管布設替工事
　・φ300～φ50　　 L=516ｍ

②佐古・外屋敷他舗装復旧工事
　・町道車道　A=3,080㎡

③東角水管橋下部工設計業務
　・設計業務

○事業費総額 183,844  千円

（内訳）
　①佐古・東角他配水管布設替工事　　116,853千円
　②佐古・外屋敷他舗装復旧工事　　　 46,898千円
　③東角水管橋下部工設計業務　　　　 20,093千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 防災・安全交付金（1/3） 34,975 34,975
府支出金
起　　　債 水道事業債 103,000 103,000
その他特財
一般財源 45,869 45,869

計 183,844 183,844

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

配水管改良事業〔老朽配水管更新事業〕

新規 拡充 統合 その他

上下水道課

第５章 第５節　上水道

施策の展開 ③老朽管の計画的な更新 位置づけしていない

水道事業会計

水道事業費用・資本的支出 営業費用・建設改良費 配水及び給水費・施設改良費

　令和８年度

　水道事業ビジョンに基づき強靱で安定した水道を実現するため、老朽管の中長期的な
視点に立った計画的かつ効率的な更新が必要。
  老朽化した配水管を計画的に更新することにより、水を安定的に供給する。

①水道施設（配水管）更新計画策定業務
　・老朽配水管更新計画策定

②市田・新珠城他配水管布設替工事（その２）
　・φ300～φ50　　 L=868ｍ

○事業費総額 127,380  千円

（内訳）
　①水道施設（配水管）更新計画策定業務 　　　　　14,355千円
　②市田・新珠城他配水管布設替工事（その２）　　113,025千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債 水道事業債 90,300 90,300
その他特財
一般財源 37,080 37,080

計 127,380 127,380

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

公共下水道整備・更新事業〔管渠改築工事〕

新規 拡充 統合 その他

上下水道課

第５章 第６節　下水道　

施策の展開 ①ストックマネジメント計画に基づく修繕・改築の実施 位置づけしていない

下水道事業会計

資本的支出 建設改良費 汚水管渠改良費

　令和８年度

　管渠の劣化状況に応じて計画的・効率的な改築更新を行う必要がある。
　管渠の破損による道路陥没などの事故を未然に防止し、適切な維持管理により安全で
快適な生活環境を構築する。

  ストックマネジメント計画に基づき、老朽化した施設の改築更新工事を行う。

①管路施設補修・改築実施設計業務（その３）
　・管更生設計　L=40ｍ

②久御山町公共下水道管渠改築工事（その５）
　・管更生工　L=40ｍ

○事業費総額 14,300  千円

（内訳）
①管路施設補修・改築実施設計業務（その３）　　7,612千円
②久御山町公共下水道管渠改築工事（その５）　　6,688千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 防災・安全交付金（1/2） 6,400 6,400
府支出金
起　　　債 下水道事業債 1,200 1,200
その他特財
一般財源 6,700 6,700

計 14,300 14,300

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

公共下水道整備・更新事業〔真空式下水道更新工事〕

新規 拡充 統合 その他

上下水道課

第５章 第６節　下水道　

施策の展開 ②真空式下水道システムの更新 位置づけしていない

下水道事業会計

資本的支出 建設改良費 汚水管渠改良費

　令和８年度

　現況の真空式下水道システムは供用開始から故障やトラブルが発生し維持補修費が嵩
んでいるため、計画的に更新する必要がある。
　真空式下水道システムを採用している３地区（村内・新久保・中内）の真空ステー
ション及び真空弁ユニットを更新し、安心で快適な生活環境を構築する。

①３地区真空ステーション改築詳細設計業務
　・真空ステーション改築詳細設計

②新久保地区ユニット更新工事
　・ユニット、クラウド監視通報装置更新

○事業費総額 110,594  千円

（内訳）
①３地区真空ステーション改築詳細設計業務　　51,194千円　　
②新久保地区ユニット更新工事　　　　　　　　59,400千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 防災・安全交付金（1/2） 49,700 49,700
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 60,894 60,894

計 110,594 110,594

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

内水排除対策事業〔佐山排水機場耐震診断業務〕

新規 拡充 統合 その他

上下水道課

第６章 第２節　河川・治水対策　

施策の展開 ③佐山排水機場の耐震化 位置づけしていない

下水道事業会計

下水道事業費用 営業費用 ポンプ場費

　令和８年度

　地震発生後も佐山排水機場が安定した排水機能を有することが出来るよう、耐震性能
を確保するための耐震補強工事を実施することを見据え、耐震診断を実施する。

佐山排水機場耐震診断業務
　・耐震診断業務

○事業費総額 23,500  千円

（内訳）
佐山排水機場耐震診断業務　　23,500千円　

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 防災・安全交付金（1/2） 5,460 5,460
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 18,040 18,040

計 23,500 23,500

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

内水排除対策事業〔荒見調整池整備工事・大内貯留管整備工事〕

新規 拡充 統合 その他

上下水道課

第６章 第２節　河川・治水対策　

施策の展開 ②雨水貯留施設の整備 位置づけしていない

下水道事業会計

資本的支出 建設改良費 雨水管渠等建設費

　令和８年度

　近年、局地的な集中豪雨が多発しており、甚大な被害が懸念される。そうしたことか
ら内水排除対策により住民の生命や財産を洪水や浸水被害から未然に防止する。

①荒見調整池整備工事
　・Ｒ６～Ｒ８年度事業

②大内貯留管整備工事
　・Ｒ８～Ｒ10年度事業

○事業費総額 1,478,502  千円

（内訳）
①荒見調整池整備工事　　1,355,500千円
　（３箇年事業）Ｒ６：19,800千円、Ｒ７：479,200千円、Ｒ８：1,355,500千円）
　　　総額：1,854,500千円　　
②大内貯留管整備工事　　　123,002千円
　（３箇年事業）Ｒ８：123,002千円、Ｒ９：1,011,296千円、Ｒ10：1,125,509千円）
　　　総額：2,259,807千円　

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金 浸水対策下水道事業費補助（1/2） 723,000 723,000
府支出金
起　　　債 下水道事業債 680,000 680,000
その他特財
一般財源 75,502 75,502

計 1,478,502 1,478,502

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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事務事業名　：

□ ■ □ □

担　当　課

章 節

□

会　　計

予算科目 款 項 目

事業期間

 事業の必要性等
 の評価

及び成果目的

 （導入の背景・
誰をどのような　　

   状態にしたいのか）

事務事業の内容

（制度概要等の詳細）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

備　　　考

令和８年度　新規施策等に係る事業概要調書

下水道ビジョン推進事業〔久御山町下水道ビジョン改定業務〕

新規 拡充 統合 その他

　上下水道課

第５章 第６節　下水道　

施策の展開 ③事業経営基盤の強化 位置づけしていない

下水道事業会計

下水道事業会計 営業費用 総係費

　令和４年度　～　令和13年度

　下水道事業の経営の健全化及び経営基盤の安定化を図るため、中・長期的な投資計
画・財政計画を踏まえた下水道事業運営の基本方針となる「久御山町下水道ビジョン」
を令和４年度に策定した。令和８年には策定後５年目を迎えることから、中間見直しを
実施し、経営の安定化を図る。

　令和４年度に策定された下水道ビジョンの記載内容及び投資・財政計画（収支計画）
等について、今年度において、計画値を実績値に置換える等の見直しを行い、環境変化
等を踏まえた目標の再設定や計画の修正・見直しの検討などを行う。

○事業費総額 10,346  千円

（内訳）
令和８年度　委託料　10,346千円

（財源内訳）
区　　　分 補助金名・補助率 総　　額 うち新規・拡充分

国庫支出金
府支出金
起　　　債
その他特財
一般財源 10,346 10,346

計 10,346 10,346

総合計画上
の位置づけ

事業費の内訳

（財源含む）
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